
昭和26年9月4日第3種郵便物認可昭和42年4月10日発行(毎月1回10日発行）

－1

I
唯二

■

一一

4

…



林野庁・営林局
各県庁ご指定品 ウシカタの測量･測定機器
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ポケットコンパスの最高峰
ナラコン
<'卜方式5分説ポケットコンパス＞

正像10傭望遠鏡
5'読水平分度装備
磁石盤防水獺

測定ミスをゼロにした

難握蕊オハ､抑L蜜謡五觜量ヮ
〈ﾉIWT式回恢製図版＞

図面用紙回転

スケール平行移動式

不透明紙の使用もできる回転図板

ワンタッチ操作で完全帰零

長大図面の測定も一度に行える

ノンスリップローラーによる直進式

牛方の主製品 燕‘"朕ユシヅ唾防水磁石盤ワイド輪尺ジユラルミォ製・補
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伸縮のない製図材料と地図・第2原図複製
基本図点化材料

●ミクロトレースP･PW(白マット）．。・・・・航空写真図化用（鉛筆専用）ポリエステル

トレーシングフィルム

●A・Kケント紙・・・・・・・・・・・・・・・・航空写真図化用アルミ箔サンドケント紙

●ダイヤマット・・・・・・・・・・・・・・・・無伸縮ポリエステルトレーシングフィルム

基本図第2原図

●ミクロコピー．最も多く使用されているポリエステルフィルムの第2原図(セピア・ブルー）

●ミクロポジ・・・・。。・・・・ブルー・セピア黒色画像のポリエステルフィルム第2原図
基本図編纂

･盲;而基本図をﾄﾚーｽを行なわず写真漆にて接合し林班ごとに綱｡又憾IU先而･痂而
1

に縮尺・図割を替え編纂

○その他図面複製及び製図材料に関することは何なりとご相談下さい。

本社・東京都新宿区新宿2－13（不二川ビル）
ATEL(354)03~61~(代）工場◆東京･埼玉

き壱と商云ゞ鑿…市薦…町2-8(鰯菰屋ﾙ肉）
株式

会社
TEL(763)0891，-2
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一興林靴と興林革軍手
ご注文の節は種類とサイズ（文数）をはっきりお書き

下さい。尚ご注文品にキズが有ったり足に合わなかっ
た潟合はお取替致します

山で働く人の足と手の災害防止に／

形もよく丈夫で価格も安い

革は上質ボックス

底は特種合成ゴム底

No.1短靴

通勤、作業兼用
No.2綴上靴

登山、山林踏査に好適

No.3半長靴

オートバイ用に好適
革軍手

No.4.長繕上靴(纒上スパッツ）
山林踏査、オートバイ用

No.5脚絆付編上靴(綴上バンド付）
山林踏査、オートバイ用

価格表

興材靴

No.1¥2,200

N0.2¥2,400

N0.3¥2,900

No.4¥2,900

No．5¥2．900

興鉢革軍手¥200

（送料込み）

底の掲造日本林業技術協会’

ｽｰﾉ←8
シンクル8

護

ﾚｷ¥ユラー8

』
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4識
L一ﾀｳﾝド‘卜ラック一J

Y98,000円

日本林業技術協会

慰一裂韻－8ザク畠ﾉ解ダ

16ミリ映画の画面と見まがうほどの明るさ，大き
さ，それに音質です。

東映スーパー8サウンドからうつし出される画面
は，驚くほど明るく，鮮明で，大きいので，16ミ
リ映画と見まがう位です。音響効果も8ミリトー
キーの常識を破る，重厚なHiFi音の再生に成功
しました。

格使用電源100V50．60ｻ･イクル，型状豪華木
製キャビネット，スピーカー共一体のワン･ケース型，寸法・重量
380×260×260mm13．5kg,使用フィルムスーパー8フイルム
シングル8フィルム（光学録音．磁気録音・サイレント版各種）

園映写機構映写レンズ新種ガ．ラス採用，高解像力レンズ
TOEI-SF1.4f=28mm,映写ランプトルフレクターDCA-
S型,21.5V,150W》反射鏡内蔵，断線防止装置付，フィルム送
り正転映写・逆転映写・逆転早送り，停止映写，各装置内蔵，映
写速度毎秒24コマ・18コマ，外部レバーで切換え自由

■発声機溝発声方式光学再生及び磁気録音再生，光学発声
エキサイター・ランプ4V･0.75A,スリットレンズ，高感度ソー
ラーセル光検出素子，磁気発声録音・再生高性能磁気ヘッド，
アンプトランジスター9石，ダイオード7本jOTL方式（録音ア
ンプ兼用，出力6W

■録音機構録音ヘッド交流消去ヘッド及び磁気録音ヘッド，
録音方式高周波パイヤス方式i,A･L･C(自動音量調節）回路使
用,録音入力ジャ‘ソクマイク及びレコード・プレイヤー等の2種
録音モニター付属イヤホーン接続により可能，

図アクセサリー群（近日発売）ズーム・レンズ，アナモフィックレン
ズ用アタッチメント，ミキシング・アダプター
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新任のごあいさつ

｡I
理事長蓑輪満夫

陽春の候，会員の皆様にはいよいよご健勝にて，斯界のためご活躍を何よりとおよろこび申

し上げます。

去る3月15日の第21回総会（臨時）において，不肖はからずも理事長に就任することとな

りました。1万4千名をこえる全国会員の強いご支持と，諸先輩をはじめ関係各方面からお寄

せ下さいました温いご声援に対しまして，深い感銘を覚えるものでございます。ここに謹んで

お礼を申し上げますとともに，今後一層のご指導をおねがい申し上げます。

顧象ますれば，日本林業技術協会の前身輿林会が，大正10年に発足して以来すでに46年を

経過してまいりました。その間に，30周年，40周年とそれぞれ意義深い、節、が，りっぱな

業績に飾り立てられて，当協会の歴史の上に，一層の光彩をそえてきたことは，すでにご承知

のとおりであります。

今やここ数年のうちに，われわれは，さらに厳粛で斬新な、節建を，われわれの歴史の上に

つけ加えなければなりません。

そのためには，この協会の過去の功績を正しく解釈理解し，現状をきびしく反省把握し，将

来への発展擶想を十分練り上げるべきものと考えます。そして，新しく描かるべき、節、を，

この協会の将来の発展のための，画期的な飛躍台とするばかりでなく，あわせて日本の林業の

繁栄のための，強力な推進力としての役割を果たさせて象たいというように夢承るのでありま

す。私もまたそのためのリレーの走者としての努力を惜しまない覚悟でございます。

どうぞ会員の皆様はもとより，諸先輩，友好各団体，関係各官庁等をはじめ，広く関係各方

面の絶大なるご支援とご鞭擢を賜わ-りますよう乞いねがう次第でございます。

－1－



|L 一昭和42年度

民有林関係林業予算の概要
村一 郎々

〆ロ－一

〔林野庁。計画課〕
0■■■■■■歯麓■■口■■■n■■蛸■■■■■■■■■■■■■■■■■■葛■■■■■■部■種■回■■虹■■■■■睦疽■■■■臼貫■■ロロ同■■■、■■員ロ■掌庫■回■■■回■■p■■

予算化されたことのほか，森林施業計画の整備，林業新

技術の導入促進，林業実践活動の促進および苗木生産協
業化の促進等の新しい構想が，新規の予算区分としては

確立されなかったが，これらに必要な経識を従前からの

区分の経費に含めて予算化されたことである。

一方，過般の全国知事会における零細補助金の廃止の

要望が影響して，森林病害虫等防除および鳥獣行政に必

要な経費の一部が，予算を削減された。これらは,額の

多少にかかわらない公益的性絡の強いものだけに今後に

残された問題である。

2．事業別の予算の概要

一般会計の事業別予算額（国饗・以下すべて同様）お

よび対前年度比ば第1表のとおりで，その内客について

摘記すれば次のとおりである。

第1表昭和42年度一般会計林業予算

1．昭和42年度予算の特徴

42年度の国の一般会計予算ほ，去る2月28日の閣繊に
より政府案として決定し，総額で4兆9,509億円，対前
年度(当初)比で,i5影となった。このうち,股林省関
係の一般会計予算は，5,010億円（うち公共事業は2,156
億円）であって，対前年度比は109％（公共事業では115
％）となっている。

以上のなかで，一般会計搾業予算は498億8,000万円

（うち公共事業は424億3,900万円）であって，対前年
度比は119％（公共事業では118％）となっている。

これらの数字からうかがえるように，国の予算規模が
景気過熱を警戒して圧縮・均衡の方向で定められたなか
にあって，一般会計林業予算は，まずまず順調な伸びを
示したものと考えられる。

これを施策面からふると，造林事業・林道事業をはじ

め多くの事業において，従前からの諸施策が拡允強化さ
れることになったが，とくに注目すべきことは，新しい
構想に基づく各種制度の体系整備が図られ，林業基本法
の狙いとする新政策の展開が一歩前進したことである。

このことは，昨年の41年度予算が，画期的な新政策を盛

込むいとまがないままに，主として従前施策の強化に重
点を樋くにとどまったという批判に対し，今年で一応の
回答を出したものといえよう。新しい施策の主たるもの
を挙げれば次のとおりである。

その1は，低開発広葉樹地帯における集団的かつ計画

的な拡大造林に対し特別な助成を行なう，いわゆる団地
造林の制度が定められ，これにともなう補助率の引上げ
および造林作業路開設への補助に必要な経費が予算化さ
れたことである。この制度は，42年度の造林単価の増額
と併せて，近来の林業生産とくに造林の停滞を解消する
施策として期待されるところが大きい。

その2は，新しい林道補助体系が定められ，これに基

づく林道予算が組まれたことである。すなわち，従前の
林道区分を実態に即して整理し，併せて補助率の引上げ
を図るものである。この体系整備は，最近の林業の動向
に対応して林業生産基盤を充実する有力な方策である。

その3は，非公共事業において，新たに木材出荷施設

の合理化，就労態勢の整備促進等の対策に必要な経饗が

一

41矩度
予算額 隠蔽事項

（林野庁）
〔公共〕
山事業
林事業
道事業

林施設災害関連事業
林施設災害復旧事業
林事業付帯事務
公共計

（千円）

565,000

320,000

239,500
118,507
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〔非公共〕
林野庁一般行政
審議会
森林組合等助成
林業労働力対策
保安林整備管理
森林計画
林業機造改善対策事業
林業普及指導
山村青年教育指導
都道府県林業試験指導槻関育成強化

森林病害虫等防除
優良種苗確保
鳥獣行政
入会林野等整備促進
林産物生産流通改善対策
林業信用基金出盗
小計
林業試験場運営
小計
非公共計
林野庁合計

308,024110.9

916102．1

36，98591．3
46,587290.0

185，628117．6

4“,889105．0

3,553,578146.3
935,725i107.5

21968296．7

25,000119.6

412,644121.7
122,478136.1

3，96351．8

42,107193.5
69，64694．1

100,000-

6,329,852131.6

1,111,759109.5
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４
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５
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治山事業は，治山治水緊急措置法に基づく治山事業5

カ年計画の第3年度事業として，最近の災害による荒廃

地の早期復旧，局地豪雨等の場合の荒廃危険地の予防治

山，緊要な地区の地すべり防止および改訂保安林整備計

画に即応する保安林改良事業等に重点を置き，水造林造

成事業の経饗を含めて総額255億6,500万円（国有林野

事業特別会計の分を除く)，対前年度比117.8％の予算を

もって実施されることになった。この予算は，砂防事業

の総額268億4,300万円，対前年度比117.5影と比べて

おおむね均衡のとれたものである。なお，上記予算のう

ちの，国有林野内|臨時治山事業の一般会計負担額ば20億

700万円で対前年比は124影となっており，森林開発公団

による水源林造成那業に必要な経穂は43億円で対前年度

比は113影となっている。

造林事業については，従前同様保安林造林および冷害

備林造成に対して補助の優遇措置を識ずるほか，新た

に，団地造林に対しても特別の助成を行なうことになっ

た。すなわち，林野率がおおむね70影以上で，天然林率

がおおむね65％以上もしくは天然林1,000ha以上の地域

において，3カ年以内に継続20ha以上の拡大造林を行な

う箇所で，農林大臣の承認を得たものについては，補助

の査定係数を50点加算することおよび造林作業路の開設

を補助対象とすることになり，これの事業量30,000ha

（作業路34km)の予算が決定した。一万造林補助単

価のうち，人夫賃および苗木代の引上げが認められ,ha

当たり単価で12～14影程度の増額となった。以上の結

果，造林事業予算の対前年度比は115％となった。

林道事業においては，42年度は，92億3,950万円（対

前年度比121影）の予算をもって，里山地帯における小

規模林道，将来の生産力が大きく期待できる地帯（薪炭

林地帯等）の林道および開発がとくに遅れている特定森

林地域の林道等の開設促進をねらいとして，新しく第2

表のように林道補助体系を盤州することになった。

なお，林道予算のなかで，特定森林地域開発林道は新

規に3路線が潜工されることになり，また，農林漁業用

揮発油税財源身替林道（蛛越）の予算額は8億7,500万

円で対前年度比135影と大幅の伸びを示した。

林業構造改善対策事業では，既指定地域で事業計画を

樹立した291地域での事業実施と，新たに130地域（前

年度100地域）の計画樹立に必要な経費が予算化された。

林業労働力対策では，新たに就労態勢整備促進対策菱

として3,000万円が予算化され，林業労働者の安全およ

び福利・厚生のための施設・機械・器具を一定の協業体

が設置することに対し助成することになった。

保安林整備管理では，新たに指定施業要件変更事務費

第2表林道補助体系の対照表

注（）は北海道・指定山村・離島の場合

新 体系旧＃

区分補助率区分

公団営％特定森林地域朋憂
大幹線
県営65％鎚幹

1号

幹線55(60)%2号

一鮫‘｡"‘'％漁凝典

旧体 系

補助率

％

65％

両
緋
脇

弛
硴
吻
叱
既
咋

６
６
５
４
４

｜峰越
('’300万円）および分雛測蛍毅（1,000万円）が予算化

された。

森林計画では,新規の森林施業計画の経費（2,280万

円）が従前から行なわれている林分調査の経饗のなかで

見込まれた。

林業普及指導および山村青年教育指導のうち，新規事

項の林業新技術導入促進饗および林業実践活動促進費は

いずれもそれぞれの地区運営費のなかで見込まれた。

都道府県林業試験指導機関育成強化では，従来の各種

試験の体系を総合助成試験の体系に切替えになった。

森林病害虫等防除では，新たにマツクイムシ不採算木

の駆除費として700万円が予算化された。

優良種苗確保では，新たに，苗木生産の協業化を促進

するため，協業体に対して施設の助成に必要な経費(500

万円）が，苗木生産管理のなかで見込まれた。

鳥獣行政では，庁饗として保護計画の委託饗が計上。

入会林野等整備促進では，昨年の法律制定にともな

い，本年度は本格的な規模での繼術促進に必要な経費が

予算化された。

林産物生産流通改善対策では，前年度と総おむね同様

の事業鐘および経費をもって，製炭技術等の指導，素材

需給動向調査，木炭・乾椎茸の出荷調整および素材生産

合理化促進等の予算が決定した。

森林組合等助成では，合併促進のほか，問題とされた

検査指導事務費が，零細補助金とならぬよう交付方法等

を考慮して計上された。

林業信用基金については，これらの充実を図るため，

国有林野事業特別会計へ繰入れられる1億円を源資とし

て，追加出資されることになった。

林野庁一般行政のなかでは，明治百年記念事業，木材

協同組合強化対策，林業労働力動向調査等に必要な経費

が予算化された。

一一

■。
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1－ －昭和42年度

国有林野事業特別会計
（国有林野事業勘定予算の概要〕

鳥居隆造

〔林野庁・業務課〕
■■■錘飽■■■■■■■努輯■■■■邑■画■■臣麓廊駆ロ■■■■■■■■■■■■■■回■■■伍酋■■■あ田圃■■■■■郡岡■鱒■■■■図■因四四■■巨産百■■餌陸包■■■鷺■画坦裁■■鐘■罵薗■■■鹿

（2）販売単ｲili

木材佃絡の予測は非常に困難な事柄であるが，42年度

の推定は従来から用いられている国民総生産と木材価絡
との相関関係から推定する方式を採用し，さらに販売の

合理化を考臘して昭和40年度の販売実績に対し素材価格

で約10％上昇して推移するものと予定した。

（3）国有林治山事業の一部一般会計負担

石狩川，沙流川，十勝川，米代川，北上川，最上川，

信濃川，利根川，天竜川，木曽川の十大流域の国有林内

で行なわれる治山事業2,007百万円は国有林会計の負担

でなく，一般会計の財源負担のもとに治山勘定において

臨時的に実施する。

ただし，この2,007百万円のうち特別会計から一般会

計に繰入れる（林業振興擬等財源）額が700百万円であ

るので，実質的に一般会計から負担される額は1,307百

万円ということができる。

（4）各種業務の合理化

各事業に論いて，従来から行なってきた機械化率を引

この予算の特徴

昭和42年度国有林野事業特別会計，国有林野事業勘定
の予算は現在国会の議決を得ていないため政府原案であ

るが，歳入1,151億円，歳出1,166億円であって前年度

の歳入，歳出に比較すると歳入において92億円8.7％の

増加，歳出において92億円8.6％の増加となっている。

この予算の最も大きな特徴は

①収支不均衡予算(持越現金15億円の歳出財源充当）

②国有林治山の一部一般会計負担

の2つの特別の措獄によって支えられているという点に

あろう。

この原因はここ数年来いわれてきたことであるが収入

の仲びなや象と支出の増大によってもたらきれたもので

あって，収入面での大きな因子である収穫量および販売

価格が後述のように多くを期待できない状態であり，他

方支出面においては人件饗の上昇をはじめとし事業地の

奥地移行，機械化の推進等による投蜜の増大，国有林の

多目的利用に伴う行政的経費の必要性等によって，経営

の合理化を一層推進することとして支出経費を極力圧縮
したかたちで穣算したが通常の歳入財源の範囲内にとど

まらなかったためである。

また，国有林治山の一部一般会計負担についてもこの

ような収支の悪化を背景として臨時的に認められた措置

である。

＝

第1表主要事業量

業“年度'42年度|増減

；
(千ms)5,9

(千m3)

(t)8

(千束）5，0
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事
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材
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一

薪

この予算の主要事項

この予算の主要事項について述べると次のとおりであ

る。

（1）伐採量

国有林の伐採愛は昭和41年5月に改訂された全国森林

計画を燕礎として，22,340千1n33官行造林の伐採鐘は

615千In3とし，極力森林内容の充実につとめ今後におけ

る急激な減少をさけるよう配願している。

この伐採鍵を前年度に比較すると，国有林において

1,960千m3の減，官行造林において120zrm3の減となっ

ている。
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20，727
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種苗種子採種

まき付

さし木

床替

林道新殻延長

改良延長

林道修繕
関述林道
新殺延長

ノ

1，148

508

21,350
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上げるとともに機械1台あた･りの作業量を増大し，作業

工程の合理化をおりこんで一層の能率化をはかることと

している。

また，技能要員の効率的稼動を図るため技術研修を拡

大することを予定しているがこれは従来みられなかった

新しい試糸である。

事業規模については各事業とも臆とんど前年度に比較

して検這いの状態であるが（主要事業童ば第1表のとお

り)，製品生睡については経営能率の向上を前提として

拡大を図っている。

育林事業については5年後の伐採時における収穫量の

増大を図るため，優良人工林のうちから特に有利な林分

を選択して成木施肥を新たに事業としてとりあげること

とした。

他方間接的経費については前年度に引きつづき節減

に努める予定である。

（5）肉用牛生産育成事業の実験

国有林野の多目的利用の一環として従来から行なって

きた農業櫛造改善事業，林業構造改善事業等のための利

用の他，新たに林業と畜産業との円滑な組合わせにより

土地利用の高度化を図るため肉用牛生産育成事業を実験

的に行なう。

このため全国で4カ所（約1,650ha)を選定し，肉用

牛生産育成実験牧場を新設し，その管理運営を行なう。

（6）国民の森

明治百年記念事業の一環として，国有林野内の森林を

主体とする自然景勝地を全国で8カ所(5,000ha)の「国

民の森」を新設し，多数の国民の利用に供することとし

ている。

（7）持越現金の歳出財源充当

前年度に引き続き持越現金15億円を歳出財源に充当す

る。

（8）特別稜立金引当資金の使用

林業振興饗等財源の一般会計繰入は51億円であり，そ

の使途の内訳は次のとおり予定している。

森林開発公団に対する出資4,300百万円

林業信用韮金に対する出資100

治山勘定実施の国有林治山財源負担分等700

計5,100

第2表

昭和42年度歳入歳出予算

国有林野事業特別会計国有林野事業勘定

単位百万円

職入’4'年度'42年度|増減
林産物収入91,7711100,1318,360

宮行造林収入3,5603,264△296

林野売払代3,1642,820△344

雑収入2,7603,479719

治山勘定より受入26129635

剛立雪'当雪上零入i,0::;!:|u:;M|,I:!
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（生産費）

（林道維持）

（育林費）

（種苗費）

（林木育種場菱）

（調査費）

試験研究費

官行造林費

管理施設饗

覗業施設費

（版売）

（生産）

（育林）

（秘苗）

（林木育種）

（その他）

林道施設費

関連林道施設費

土地森林購入費

民有保安林買入費

管理費等

国有林野治山事業費
林業振興費等財源
一般会計へ繰入
予備費
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残された課題

昭和40年度の損益計算の結果によると，予想以上の木

材価桧の上昇があったといわれながら約3億円の純損失

を計上している。

渦去において純損失を計上したのは15号台風（昭和29

(注）前年度までの調査費は，その大部分が事業費，1部は肉牛
生産の経磯とともに試験研究費とし取扱われることになった

年)，伊勢湾台風（昭和34年）のあった年度でいずれも

特異な事態の発生に伴なったものであるが，36年以来逐

－－－‐、5－－－－



年，損益計算上の純利益が減少している傾向や，異状事

態がないのにもかかわらず昭和40年度の損益計算で純損

失を生じたということは国有林会計の櫛造そのものに原

因があるともいえよう。

国有林会計をとりまく事情は多数存在しているが，次

の諸点はその柵造を考える場合に考慮されるべきものと

いえよう。

まず外部事情としては損益計算を前提とする利益の外

部処分（特別穣立金引当資金による林政協力事業の継

続)，予弊単年度収支(材価の安定のためには市況の変動

に応じて販売量を弾力的に増減しうることが有効な方策

である)，国有林野の多目的利用（地元施設，艇業栂造

改善事業，林業椛造改善事業等に伴なう利用）等があげ

られようし，また内部的事情としては，経営等について

早期に総合的な具体策の樹立，北海道5営林局の赤字問

題，販売方策，定員内外要員の硬直性の諸点が考慮され

るべきであろう。

いずれにしてもこれらの経営内外の諸事情が後年度に

〔県の木シリーズ〕

ウメ

（バラ科）

Pγ""wsjl""ze

Sieb.etZucc,

〔文・倉田悟〔東大〕，絵・中野真人〔日本パルプ〕

持越されており，今後に残された課題として具体策が望

まれるところである。

－×－×一×－×一

以上が42年度国有林野会計の予算（政府原案）と今後

の課題であるが，国有林野事業の各事業は必ずしもこの

予算に基づきそのまま実行されるのでなく，よりよい国

有林経営を目指して林野庁内において若干の調整が行な

われ－部組替えられて行なわれることになっている。

この結果より効率的な予算の執行を期待している。

梅は日本人の生活に深く染承入っている。どなたで

も，自分の育ってきた過去を振返って見ると，どこかに

梅の花が実を折り込んだ幾こまかが思い浮かんでくるこ

とだろう。孝謙天皇の天平勝宝三年，遣唐大使として選

ばれ，春日神社で一族の祝いを受けて，

春日野に斎く御室の梅の花

栄えて在り待て還り来むまで

と詠った藤原清河は，翌年出発して，ついに再び春日野

の梅を賞でることなく，唐の国で亡くなったのである。

万葉集にはこのほか百十数首に梅が詠われている。毎日

新聞社主催により選定された都道府県の木として，茨城

県のウメが登場してくるのもうなずける。

しかし，梅は大昔に中国から日本に渡来した木と言わ

れ，ただ九州の大分・宮崎県境付近の溪流沿いには野生

状になった梅が見られ，之を日本本来の梅の自生と考え

る学者もいる大分県の木として選ばれたﾌﾟンゴウメ（豊

後梅）は葉・花・実すべてがウメより大きく，ウメの変

種とする説と，ウメとアンズの雑種とする説とがある。

がく片の反曲することはアンズと一致し，がく筒は短鐘

形で，ウメの倒円錐形とアンズの鐘形との中間的性質を

示している。ウメはサクラ属に所属してはいるが，一般

のサクラ類と異なり花にほとんど柄がなく，果実に密毛

を布く･また芽の中の幼葉は中肋を中心に一半が表面に

巻きこみ，他半が之を外から巻いている。これに対し，

サクラ類では二つ折りにたたまれているだけである。
.･･%.･ﾛ｡､.･･Q･ぴ･･･も岳･先goo｡.｡｡.｡.q･~op.｡．･･･ずも.｡､%｡･･も“○・.｡q･･.･･･､.9......･oooooofも.段も.も･も.obqb.･･%.｡‘も0..%『･%･もゅob1
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経済成長と大学の農学系教育

○ECD会議報告を中心に

伏谷伊一

〔東京農エ大学・農学部長〕

一二一一一一一…二二一

まえがき

本誌昭和42年1月号に，坂口勝美氏の「3つの話題」

のなかで，研究と行政問題をとりあげ所見を述べておら

れるし，また山本光氏も，「日本林業技術協会の活動に

ついての意見」のなかで，林学教育の体質改善の問題を

とりあげておられる。

卒直にいって，林業技術の振興に関する識競は，なに

か観念的で，具体的なものがないように思えてならな

い。なんといっても，大学における林学教育と研究のあ

り方や，大学卒の受けいれ体制などが，論議の重要課題

となるべきだと思うのである。

いずれの国においても，最高度の経済成長を目標とし

て，技術革新時代に即応した大学レベルの技術教育の改

善に努力しているわけで，艇学系教育だけがその例外で

はあり得ないのである。

それで，以下OECD(経済協力開発機撫)(Oct.

1965）報告を中心として，「西欧における経済成長と大

学の農学系教育」のあらましをご紹介することにする。

1.OECD会議報告のあらまし

1965年，パリのOECD本部において，「経済成長と

大学レベルの農学系教育」という第3回の代表者会議が

開催され，わが国としてはOECD加鮒菱初の参加であ

ったが，この会議に文部省の宮山科学官と股林省の原技

術審議官が出席された。そして宮山科学官の執繁による

l司報告が，国立農水産関係大学学部長協雛会によって出

版された。

宮山科学官は同報告のはじめに「会議のテーマから受

ける感じは，従来のわが国大学の立場からは，とかく飛

躍的であり，一見奇妙な取りあわせという印象を与えな

いでもなかったが，一国の経済成長における農業の役割

その腱業の役割の将来を積極的に左右するものは，結

局，大学における農業教育と農学研究であり，その教育

のあり方いかんが，今後の経済成長に大きな影響をもた

らすという論点に立っての国際会議であった｡」と述べ，

また，「今回の会議を通じて，農業が一国の経済成長に

対して大きな役割を演じていることを今更のように痛感

させられた｡」とも述べておられる。

そして，この会議への参加者ほ，アメリカ，カナダ，

日本および欧州の各代表，国際大学協会(IAU),E

EC,FAO,UNESCO,CEAの国際機関の代表で

あった。 ノ

会議の名誉議長であるフランスの農務大臣Pigni氏の

挨拶では，「農業発展および一般経済成長に果たす農業

高等教育の重要性が強調され，たとえば，大学など農業

教育のための高等教育機関の果たすべき役割は非常に重

要度がまし，今回の会議がこの目的のためにきわめて有

意義であること，そしてこのような情勢に対処して，時

時適応が要求され，また資源が最高の目的に利用される

ためには，まじめにかつ科学的方法で教育上の要請計画

に取り組まねばならない。また将来必要となる農業教育

の基準は，過去のものよりは，はるかに高次のものとな

ることを理解すべきである｡」と述べ，このような会議

の重要性を強調している。

そして会議のあり方については，テーマごとに所定の

報告者によって報告され，討議され最終会議で，満場一

致でこの報告と勧告を採択している。いまテーマと報告

者を挙げると次の通りである。

1）一般経済成長における農業の役割

L.Malassis|教授（フランス）

2）将来の需要に対する一般高等教育の適応

J.Capell学長（フランス）

3）農業高等教育の現状と問題点

R.Blais教授（フランス）

4）挫業における大学教育履修者に対する現在および

将来の需要の質的側面

E.Thomas教授（イギリス）

5）農学系大学卒業者と農業技術者の現状分析および

その需要予測と計画の方法論

L.Malssis教授（フランス）

6）農業高等教育機関への学生募集，選抜入学許可の

諸問題

A.Coitenie教授（ベルギー）

7）将来の需要に見合うカリキュラムの適応（継続コ

ースを含む）

A・Milthers教授（デンマーク）
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は，艇水産関係大学という言葉を使用している。

なおまた紙数の関係で，これらのテーマについて，い

ちいち，その内容に触れることはできないが，テーマ5
は，わが国においても重要な問題点として，論議のまと
になっているので，その要点をご紹介しておきたいと思

う。

すなわち，「農業部門におげる大学卒業者の需要予測
と計画については，農学系大学卒業者と腱業技刺猪の有
効数と，活動分曝機関組織の型，職務，年齢別による
分布についての十分な知識をあらかじめ知る必要がある
が，これらの基礎データは整備されていない。このこと

は，知的投資が経済成長において絶対に必要な要素であ
るだけに，残念な事柄である。

それで，このような基礎データのうえに，儒要予測と

計画が樹立されなければ，農業高等教育の発展に対する

政策は，はなはだしく主観的判断に依存することにな

り，かつ経済社会発展との関遡生のない目先の傾向や考

慮によって著しく影響されるであろう｡」

わが国における農学系大学の学科新設，学生定員増に

ついても，科学技術者の過不足数の推計を基礎として採

否を決定している。しかしながら，上述の基礎データに
ついては，多くの問題があり，これが論議の焦点となっ

ている。

また，科学者と技術者の数と，総従事者との劉合が問

題であり，先進国ほど，総従事者数1,000に対する科学

者と技術肴の数は多いようであり，童た産業別について

も，この割合は違っている。

わが国における国家公務員上級職採用数の割合につい

ては，鮭学系が最も低く，そのなかでも，林業職は特に

低いようである。この問題は，国立段水産系大学学部長

協溌会の幹事校会議においても，特に取りあげられ，論

議されたことを付記しておきたい。

あとがき

以上OECD会議報告については，そのごくあらまし

をご紹介したに過ぎないが，西欧における大学レベルの

腿学系教育の実態について，なにかご参考になれば幸い

である。

いずれにせよ，技術革新の時代であって恐れば，高等

教育の重要さは，ますます大となることは当然のなりゆ

きであろう。

それで，結局のところ，林業の発展，林業技術の振興

に対しては，大学の林学教育と研究が，いかに重要であ

るかということであり，また林学教育と研究のあり方な

らびに大学卒の受けいれ体制について，大いに論じてい

ただきたいということである。

8）農業における将来の教授方法

E.W.Glazener教授(アメリカ）

9）股業高等教育のための大学教員の訓練と養成
M.Cepede教授（フランス）

10）股業高等教育における研究の位置づけ
D.S.Metcalfe教授(アメリカ）

11）開発途上にある諸国の農業高等教育の発展に寄与
する方法・

Max.Rolfes:教授（西ドイツ）

12）挫業高等教育機関の立地と規模の適応と変更の結
果（瑚設，合併，設備等）

R・Poirier教授（カナダ）

L.Malassis教授は，「一般経済成長との関連における

艇業の役割」について次のように述べている。

「股業は多くの面において経済成長全体に寄与してい

る。産業革命の初期以来，農業従事者の第2次，第3次

産業部門への移動は恒常的な現象である。このような現

象からみると農業は，人口低下を伴った成長産業であ

る。18世紀にあっては，西欧社会の80％近くが腱業生産

に従事していたが，20世紀に入ると，農業従事者は，工

業化された社会の10％未満となった。1人の挫業従事者

は9人の都会住人を十分謡っており，労働生産性に対す

る腱業の進歩には著しいものが翠られるようになった。

工業社会ば，新しい賓源の創造という革新によって，

その形体を変化させたことは明白であるが，農業部門の

資源の1部を他の経済部門への移動（人，生産手段，賓

本の移動）することによって変化させられたことも明ら

かである。このような進化は，消費と生園生との関連過

程および挫業部門における技術進歩に結びつけられる。

農業は伝統的なものから進展した結果，豊富ではあっ

たが，報われることの少なかった要素としての労働の上

に立っていた農業時代から人間が小さい要素となり，高

度の生産性についての研究が，「所得均衡」を条件とす

る資本と知的熟練とに基礎をおく農業に転換している。

革新，教育，組織は何よりも先になすべき主な仕事であ

る｡」

そして西欧における農業は，自給農業，商業的農業の

段階をへて，工業化された農業に到達しているが，この

進歩は大学レベルにおける農学教育と農学研究によるも

のであるとしている。そして，テーマ2は一般高等教育

について論じたものであり，テーマ3以下は経済の一般

的成長との関連において，農業の高等教育計画について

論じたものである。なおここにいう農業とは狭義の農業

ではなく，股業系すなわち，農林水産業と，これらの関

連産業を包含したものを指しており，わが国の大学で

一
・

今
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へ

混牧林の今日的意義とその問題点

量いったいどこにあるのだろうか，

胃そこで，混牧林の今日的意義をあ

|題点；らためて考えなおしてゑるととも
‐に，いくつかの事例の紹介を通し

＝て，今後究明されなければならな

；い問題点にふれてみることとす

：る◎

も輝夫：混牧林の今日的意義

テ・計画課〕:欧米諸国の例を含あて，混牧林

,,,．.‘剛,,,,,.‘"",."，’‘陰’""."…"…"…;‐の発生要因として考えられるの

は，①畜産経営上の労働力不足，交通の不便，文化の未

発達など，主として社会経済的条件の不備に起因するも

の，②まれには，土壌保全，水源酒饗，気象緩和など保

安上の要請から樹林の維持を必要とするなど，自然的要

因が地域に密着して生まれてきたとぶられるもの。さら

にはまた，③地域の産業を進展させるうえに木材の生産

と家畜の生産を同じ土地で併せ行なわなければならない

という土地利用上の制約によるもの，④耐閏生の強い飼

料直物の維持を図る必要のある場合など特殊事惜から生

まれてきたと染られるもの，などである。

さて，今日，混牧林が意義をもつに至ったのは，食肉

需要の増大という点はあるにせよ，①の労働力不足と③

の土地利用上の制約がその要侭と解されあ。すなわち，

農林業からの激しい人口の流出と，所得水準の上昇しつ

つある現在，高賃金の労働力を多投して畜産にとり.組む

ことは，生産構造を異にする諸外国を相手にした国際競

争に打ちかつことができない実情にある。そこで今後の

畜産は，他にとるべき措置はあるにしても，まず第一

に，労働粗放の方向に進むことが，好むと好まざるとに

かかわらず要請されているわけである。第二には，従来

の購入飼料依存型から自給飼料依存型へ転換することに

よる生産費の節減である。このような背景をおびて，野

草利用を指向した混牧林による多頭飼育が，いままでの

少頭舎飼い方式を補完ないし代替するものとして登場し

たのである。

つぎに土地利用上の制約という点からみよう。国土の

狭少で乏しいわが国にあっては，土批暁1用はあらゆる面

で制約されている。すでにある特定の目的のために利用

されている土地を他に転用する場合には，後から導入さ

れる土地産業は，経済的により合理的，採算的でなけれ

ばならない。そこで，一足とびに転用することは避け

て，先行している林業に，副次，従属的に畜産が追加さ

れた形，すなわち，混牧林による林業経営と畜産経営の

収益合計が，林業を単独で経営して得られる収益にまさ

る場合には，土地利用の高度化，土地生産性の向上とい

小田島輝夫

〔林野庁・計画課〕

はじめに

混牧林という言葉は，あまりなじゑ深いものとはいえ

ないが，混股林などとともに，古くから用いられてきた

もので，文献上でも，すでに昭和の初期から見い出され

るところである（昭和2年の「御料林」誌上に「混牧林

業について」という一文が職されている)。

混牧林は，林産物（主に林木）と畜産物（主に草食性

肉畜）の育成，生産を，同一の土地で，同時に行なう場

であり，その形態は，林内の草類を採取し家畜の飼料と

して利用する「林内採草」と，直接，草食性の家畜を林

内に放牧して採食利用させる「林内放牧」の2種類に分

けられている。しかし，造林地内に牧草類の間作栽培を

行なう，いわゆる「草生造林」において，集約的に採草

利用する場合など少数例を除けば，今日のように高賃金

下にあって，林内採草は実態的に少ないものと考えられ

るので，混牧林といえば，一般には林内放牧をさすもの

といえる。したがって，以下では混牧林を林内放牧と同

義に扱うものとする。

林内採草は，わが国で古くから行なわれてきた形態で

あるが，地力の一方的奪取，減耗という観点から，疑問

視されてきたところである。これにもまして，家畜を林

内に放牧することについては，林業撫肺者と森林所有者

のおそらくほとんどが，これに少なからぬ心理的抵抗を

感じるし，郷耐面でも多くの疑問を抱いているものとい

えよう。

それは，林内に放牧した家畜が，林地侵食の原因を作

ったり，林木の成長に悪影響を与えると認識されている

からである。放牧というものが，祇極的に林内放牧の形

態をとってきた，古い歴史を有する欧米でさえ，いまだ

に解決されていない林業上の大きな問題とされているこ

とからすれば，放牧が森林原野の一般的利用形態となっ

ていない日本では，当然すぎるほど当然である。

このように，いろいろの問題を有している混牧林が，

最近にわかに，畜産振興上不可欠の自給飼料基盤として

よ承がえり，各地で脚光を浴びはじめているゆえんは，
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を奨励した結果，県下の公有林・私有林の

造林地放牧が逐年増加しつつある。その一

つ，同県川辺郡知覧町の例をさぐってみよ

う。

知覧町は降雨量に恵まれた，スギ，ヒノ

キの人工林地帯である。造林地放牧をはじ

めたのは39年5月からで，同町高星地区，

南駒瀬地区の町有林内に町営預託方式を，

ついで，40年5月から，大谷地区の部分林

で団体営方式で実施されている。大谷地区

の部分林内放牧は，鹿児島営林署大谷国有

林23林班の12ha余に，部分林の契約者であ

る郡（こおり）共有会が，会員共有の肉牛

を放牧している。部分林は33～36年植栽の

スギ，ヒノキ造林地で，40年には5月18日
‐

北海道・室蘭営林署・有珠放牧共用林野

う国家的見地からも，また私経済の見地からも好霞しい

ということがいえる。これが混牧林を今日的意義をもつ

てよふがえらせた第2の要因であろう。

事例の絡介

昨年春以来，私は業務上の参考とするため，林内放牧

の行なわれている北海道，岩手，広島，長崎，鹿児島県

下を鯛査した。その中の一部を紹介する。

鹿児島県下の混牧林鹿児島県は日本第一位の肉

牛飼養県で，昭和41年2月現在，16万6,000頭，全国の

11影を占めている。県当局は，農山村の労働力の急減に

対処し，造林地の下刈の省力化，経費の節減とあわせ

て，肉牛飼養の労力と経費の節減を促進することを狙い

として，飼い牛（黒毛矛瀝）を造林地内に放牧すること

から10月23日まで32頭を放牧した。放牧期間中は，一定

表1大谷部分林放牧経営の収支（昭和40年）単位：円

予算額|決算額|鍋|備考

“L塾塑睡|溌艤撚

費 目

素牛雌入班

市場手数料

家畜保険料

雌入雑黄

小計

飼料饗

管理人給

索
牛
賊

入

費
支

17,878.1,192（5月16．17日）

27,6751,845

41,2292,749旅費・迩貸

20,68261,3791
70,67014,712延159日

48,6003,240』日3脇,日
国有林（部分林

6,220415外）1,220円
民有林5.000円

17,87819，200

35，800

40,000

1,055,000

41,229

920,682

72,000

54，000管
理
借地料 5,000 6,220 415

販
売
饗

販売蜜

その他雑饗

小計

合計

LL
|張線
諸材料費

監督没

水飲溺般腫劉

1,4101運賀，鮒礼20，000

63,000

214,000

219150

15,061

61,701

食料費1，004
－

10,7802'4,00016',70'|'0,7S
1,269,00011,面丙砺玉
30,000129鼎9151-
79,200170,4501-

一
一

１
－
１
採取，運擬,入
夫給

張線，人夫給79,200

53,000

施

８
０
０
８
１

｜
卸
一
皿
一
弛
一
盤

３７９
《
、
一
ひ 一

一
一

出

設 18,000

16，500 一
一
一

|幽|瀞
支出合計

繍蚕手蒜蕊爾'0,00018'0281-

206,7001181,3311-
1,475,70011,263,7141-

收入合計

差引純益 ﾖ鶚：nらぶつけ」の被害（鹿児島県知覧町大谷部分林の林内放牧）
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一

全一

の時間に管理人が見回り，若干の給餌と給塩を行なって

いる。40年の収支は表1のとおりである。

ここでは，造林木に写真のような「踏鍬つけ」の被害

が若干(植栽本数の5％位)見受けられ，そのほかに「な

すりつけ」の害も散見された。

「踏みつけ」とは，放牧した家畜の蹄によって衝撃をう

けることで，蹄の先端や，偶蹄類ではその割れ目が樹幹

にあたり，はさ承つけられたり，押し倒されたりして，

幹の剥皮や側枝の折損，ときには主幹の折損をおこし，

樹型が害されて崎型となったり，枯損することで，「な

すりつけ」とは，放牧した家畜が，吸血性昆虫類に刺さ

れたかゆ象を止めるため，頭，頚，腹部等体の部分を林

木になすりつけ，枝がおれたり，皮が剥げたり，樹種に

よって主幹が折損したりすることをいう（林試，井上博

士の呼称を用いた「食いちぎり」も同様)。

大谷部分林では，造林樹種がスギ，ヒノキであるため

「食いちぎり｣(樹葉や若枝が採食されること）の害は少

なかったが，以上のほか林地の被害として，牛が常に歩

行する柵そい1～2mぐらいのところは，いわゆる＼牛

道、状を呈して，溝状の軽度の侵食が承られた。

広島県下の混牧林山陽地方とくに広島，岡山両県

は九州地方につぐ有数の肉牛飼養地域である。前述した

鹿児島県の場合には，町有林や部落有林を対象とし，放

牧頭数が20～30頭という中規模経営であったのと対照的

に，広島県の場合は，5～10頭程度の小規模経営の例が

多い（大規模なものとしては，国有林の放牧共用林野な

どが相当しよう)。すなわち，個人の所有山林に，同一

人の飼養する肉牛が放牧されているのが実情である。中

国山脈に囲まれた広島県の県北地方は，わずかの耕地を

除けば残りは山林である。肉牛を飼育するものは放牧と

飼育の集約管理の点から，意識的に便利な自家山林（人

工造林地が多い）を柵囲いして放牧する慣習が早くから

生じた。これが比婆地方の混牧林の発生要因である。

比婆郡比和町のK氏の混牧林は2～8年生のスギの造

林地,3.95haである。製炭原木として雑木林を年平均
0.5～1.0haを伐採し，スギを植栽した後，翌年から黒毛

和種の成牛3頭，子牛2頭を放牧，一番多い時は9頭に

達した。所有山林は自宅の裏手にあたり，施設は簡単な

牧柵だけである。全放牧（昼夜連続して放牧すること）

の期間は5月初めから7月中旬までと，9月初めから10

月下旬まで，7月下旬から8月いつぱいば涼しい夜間の

みの半放牧，11～12月は雨天を除いて昼間の象の半放牧

である。ここでの問題は，将来多頭飼育に向かって規模

を拡大するためには，自家山林だけでは面積が不足する

ことと，スギ林をどのような体系で施業し草量の維持を

はかるかということである。

もう一つの例，比婆郡高野町のN氏の場合は，計画的

な実験を試承た混牧林の珍しい例である。ヒノキの正常

植え0.63ha,並木植え(1m間隔の2列植栽で列間5m)

0.37ha,巣植え(1m四方に5本，巣と巣との間隔は4

m)0.46ha,合計1.5haの試験林を自家山林に作り，成

牛2頭を放牧している。試験の結果は今後にまたねばな

らないが，いわゆる地湧きの技術の萠芽として注目され

る。

混牧林の問題点

わが国の放牧が本格化したのは，牛馬耕の普及してき

た明治30年以降であり，さらに日露戦役によって馬格の

劣等を知らされた陸軍が「馬産限定地」を設定するに及

んでからである。この場合の混牧林は主に，広葉樹天然

「なすりつけ」の被害（岩手県・小岩井農場カラマツの林内
放牧（日本短角種牛)）

林（萠芽林）と馬の組合せを主体としたのであって，今

日のような針葉樹の幼齢造林側'と肉牛という組合せはほ

とんどなかった。この形態の混牧林は将来ますます普遍

化するであろうと思われるが，技術面で不明の点が多

い。林業試験場東北支場では，岩手山北麓のカラマツ幼

齢造林鋤と日本短角種との組合せによる混牧林の研究を

5年ほど前に着手したが，その詰果はまだ発表されてお

らず，その他都道府県の研究機関による研究はまれであ

る。

このような実情であるから，畜産技術面は別として，

林業技術面でも，混牧林には多くの問題がある。たとえ

ば思いつくまま掲げて象ても，

①規模別（少頭か多頭か)，地域別（たとえば東北日本，

西南日本別)，地帯別（奥山，里山別など）の標準技

術体系

②経営類型（周年。季節放牧別，定置・輪換放牧別，人

エ林・天然林別，自然草地・改良草地・人工草地別な
どの組合せ）による粗放・集約別標準技術体系
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広島県高野町の林内放牧（スギ幼齢林地）

③立木度（菫たは樹冠疎密度）が牧養力偉種・草頻，

に及ぼす影響

④混牧林の技打，除伐，間伐等保育の基準（時期，方

法，強度など)，下刈の省力化の程度

⑤植栽の方法（正常・列状・群状)，本数，樹種のちが

いによる草種・草量，林木の被害の関係（とくに幼齢

林について）

⑥林木の被害防止，土壌保全と放牧方法・放牧密度との

関係

⑦森林土壌の理学性の変化と根系への影響，地力損耗の

程度（家畜の糞尿による肥培効果）

などの全ぼうが明らかにされておらず，以上のほか，経

営計算面からは，混牧林の経営類型別の概準収支とその

際の最適森林柵成（または林業として成立する限界本

数，限界蓄職，限界収種鯉など）が解明されねばならな

いといえる。

おわりに

混牧林の意義と問題点について，きわめて簡単にふれ

たが，以上から明らかなとおり，混牧林の必要性は認識

されるにしても，いまだ究明すべき課題が山菰みしてい

る。

しかも，従来から危倶されてきた家畜の林木への加

害，林地侵食の誘因などは，なんらの施業基準，施業計

画もないままに，家畜が林内に放任されていた，いわば

技術不足に起因する人為的な被害とも考えられ，このよ

うな観点からも，また，今後の混牧林面溌の拡大傾向に

対応するためにも，すゑやかに体系確立と普及が望まし

い。

昭和42年度から開始される国有林の「肉用牛生産育成

実験」の趣旨の一半もかかる点にあり，かつて混牧林の

研究がそうであったと同様に，林業技術者が主体となっ

て実験が運営される意義もここにあるのではなかろう

か。

〔日林協図書〕

林業技術事例集B5判850円(〒実餐）

－伐木，集運材編一

好評発売中の省力造林編について，伐木集運材作業における作業方式の改善，器具，機械の改

良等について，広くいろいろの角度から，現場で検討を重ね，事業化した貴重な事例が集めら

れています。

最近の林業シリーズ

No．11予防治山難波宣士箸

No.12クリの山地栽培中原照雄著

No.13新しい測樹航測研究会編

150円（〒実饗）

150円（〒実饗）

150円（〒実饗）

日本林業技術協会東京都千代田区六番町7
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林木育種によせる期待

に対しては，その手持ちの幼苗の

一部を強制的に抑制栽培させて，

通常二年で山出しできるものを一

部は三年山出しとして繰延ばしを

図り，やっとピンチを切り抜けた

ことは記憶に新しい。

その後さいわい腫して昭和39年

には北見地方を中心として，また

昭和4'年には十勝地方を中心にか

なりの豊作があったので，道内関

口を道森連一本にしぼって，道森

湊谷八郎

〔北海道森連・造林課長〕

群盲に象を触らせたら，鼻，足，胴，シッポなど，撫

でた部分の達沁､でとんでいない象の説明が飛び出したと

いう笑い話がある。

育種の素人である私が，標題の意見を述べることは正

にその危険を冒すことではないかと思われるが，俗にメ

クラ蛇におじずの諺もあり，また岡目八目ということも

あるので，北海道の民有林を取り巻く現下の問題点をと

おして，育種事業に対する期待の若干を申し上げ，研究

に携わる方女の奮起と，上部関係諸機関の研究陣に対す

る万全の支援を促したい。

1信州カラマツの種子について

造林を推進する基となる苗木の生産は，まず優良な種

子の必要量を確保することが先決問題であることはいう

までいない。

道内民有林の一年間の造林面積は毎年約3万haであっ

て，そのうち信州カラマツの造林が過半数の18,000ha

を占めている。ここの18,000haに使用される山行苗は

1ha3,000本の割合で5,400万本に及び，その他に国

有林の買上げや，治山用，公団造林用のものなどを含め

ると，民間（森林組合と種苗業者）で毎年生産しなけれ

ばならない信州カラマツの山行苗は，約6,800万本であ

って，一年生幼苗に換算すれば9,700万本に達する。

上記の幼苗を生産するためには,毎年少なくとも4,000

kgの種子を確保して播種しなければならないのである

が，道内のカラマツ人工林における種子の結実は，過去

の実績に照しても4年ないし5年の豊凶の間隔があっ

て，しかもその間隔が次第に長くなる傾向が見られるう

えに，本州方面の結実状況も遂年悪化し，全国需給用と

して期待できる生産がないのでもし種子対衆に一歩を誤

まれぱ大変な事態となるのである。

去る昭和38年には，国内のカラマツ種子が底をつき，

道内で播種すべき種がなくなってカラマツ造林がストッ

プ寸前の危機に追いこまれたため，韓国産の信州カラマ

ツの種子を緊急輸入するとともに，森林組合と種苗業者

係者が一致協力し，窓口を道森連一本にしぼって，道森

連の資金による数量無制限の球果買付けを行なった。

この処置が非常に効果を挙げて現在26,000kgのカラマ

ツ種子を保有することができた。

この保有種子は，一見莫大な数量と思われる向きもあ

ろうが，需要量に照して見ると道内需要の約6年分，全

国需要の約4年分にしか過ぎないので，種子の豊凶間隔

を考えれば，決して安心のできる数量とはいい難いので

ある。

いままでの説明で，カラマツ種子の問題が大変重要で

あり，また民間ではこの確保にいかに苦心しているか，

その一端を推察してもらえたと思うのであるが，道林務

部と民間の関係者が協力して一応安定した需給体制に持

ち込んだカラマツ種子も，次のような問題点を抱えてい

るのである。

(1)道森速の貯蔵する26,000kgのカラマツ種子は，金

額にして約1億8,000万円に達し，道内はもちろん，全

国の需要に対しても供給の全責任を負わされているもの

である。しかるにこの巨額の資金の調達，種子保管の責

任，各種の危険負担等までがすべて道森連に負わされて

いる。（もっとも昭和40年と41年には，道費の中から約

8,000万円の無利息金融が行なわれたが，国の特別な助

成はない｡）

(2)豊作年に少なくとも5年分程度の需要量を採取し貯

蔵して置くことは，現状では必要欠くべからざる処置で

あるが，その数量，金額ともに相当大きいものなので，

種子代金の利息の承でも日歩2銭3厘で年間1,500万円

に達し，これに貯蔵庫の使用料や災害保険料等がさらに

加算される。

これらのものが毎年複利計算で累積されるので，貯蔵

種子は年を高価になっていくし，それに逆比例して発芽

草は毎年低下していく。

(3)種子の必要量が膨大なので，現存の母樹または母樹

林に限って需要量を採取するなどということは夢物語で

ある。
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(4)採取の範囲は，広く一般民有林の造林地全部を対象

とせざるを得ないので，あらかじめ適確な採取可能量を

調査することは不可能である。加えて本州方面の闇買い

の業者が，スキあらぱと介入の機会をねらっているの

で，球果の道森連買付け価格は，出しうる最高の価格と

し，しかも当初から無制限に即金払いで買付けすること

を宜言して横流れを防ぎ，一元集荷を図らなければ効果

があがらない。

したがって種子原価は割高にならざるを得ない。

(5)種子の産地の問題については，球果の採取された支

庁ごとに道森連が業者を指定して精選させているし，品

質についても，採取期間を徹底して厳守させ，また充実

歩合や発芽パーセントを厳重に検定して受入れを行なっ

ているが，一支庁の範囲は広大であり，中共の紅衛兵で

はないが，小学生や中学生が採取人の中核であるという

実情はあまり自慢にならないし，最近問題となっている

OECDの要請規準には程遠いことを認めなければなら

ない。

2．採種園に対する期待

いままで育種とは直接関係のない，道内の伺'1,1カラマ

ツの種子事情について長凌と述べたのは，われわれが採

種園からの種子供給にいかに期待しているか，また採種

園の成果が北海道の造林にいかに大きなプラスをもたら

すかを十分認識していただいて，一層その推進にピッチ

を上げてもらいたいためである。

これは単に数量的な供給だけでなしに，後で述べる緒

英樹の種子による伐期短縮などの質の問題に対しても同

時に大きな夢を託しているものである。

東大の高橋教授が調査された先進国の採種園のデータ

によれば，採種園から本格的に種子採取が期待できるの

は，植栽後10～12年で，しかも結実は大体一年間隔との

ことである。

血統のよい優秀なカラマツの子孫が，採種園から国ま

たは道の責任において続々とわれわれに供給される日も

近いものと，期待に胸をふくらませながら首を長くして

いる次第である。

3．早成樹種の選抜に対する期待

在来樹種の承ならず，広く国の内外から育種材料を求

めて早成樹種を選び出す仕事に対しても，育種関係の方

凌が大変な努力を払われていることを承知しているが,

これまた地味な，しかも根気のいる仕事とご苦労に感謝

する次第である。

この研究成果による新しい導入樹種の発見や，交雑育

種による新種の発見はひとまずおいて，いま道内で一番

多く造林されている信州カラマツを例にとって伐期短縮

の効果を考えてみたい。

(1)伐期短縮によって予想される収入増加

道内民有林のカラマツ造林の面祇が年間約18,000ha

であることはすでに述べた。

これが25年伐期として成林した場合の立木収入はどの

ようになるであろうか。その林分の立地条件や地位など

によって差はあるが，現在の相場でも1ha当り約100万

円の立木代金は期待できるので,18,000haでは実に180

億円に近い巨額の立木収入となるのである。

いま仮に，育種の成果によって伐期を5年短縮できる

ものとして，その短縮によって生ずる利益をざっと予想

して承よう。

後価計算などを抜きにして，単純に林地の回転期間短

縮による手取りの収入増加だけを目算しても36億円の速

いとなるし，これに利息を7％とした5年分180億円の

後価の差額72億円を加えると108億円となる。しかしこ

の額は毎年造林される18,000haについての収入増であ

るから，10年間では北海道の象で驚くなかれ1,000億円

を突破する収入増加につながる，重大な研究成果となる

のである。

(2)伐期短縮苗木に対する代金割増前項でのべたこと

は，25年伐期と20年伐期とで，同一の蓄較，同一の立木

収入がある場合についての考え方であるが，見方をかえ

て収入の点からの比較でなしに，造林饗用の面から検討

し，20年伐期と，25年伐期の造林費用の後価が同額でよ

いという仮定のもとに，伐期を5年短縮できる優良苗木

に対して，普通の苗木よりいくらの割増代金を払うこと

ができるかを算定して象よう。

V･…･･造林投下資本前価合計

v…･･伐期5年短縮苗木の価絡加算率

(Aに対して）

n…･･･普通苗木による伐期齢

、..….伐期短縮年数(5年）

P……･矛嘩（7影）

(V+V,)×1.0P"-m=V×1.0P"

V(1+v)×1.0P"=V×1.0P"×10P"

1+v=1.0P''j

|'='.0P",-1|
P=7%,m=5とすればv=0.4

上式からvすなわち伐期短縮苗木に対する加算率は，

造林投下資本の前価合計に対して40％という結果が出て

くる。
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夛画

全

道内のカラマツのha当りの平均造林費は，昭和41|年度

で約65,000円となっているので，その40％は26,000円

に相当し,1haの榧俄本数は3,000本が普通であるか

ら，26,000円を1本当りの割増可能額に直せば7円70銭

となる。

現在取引されているカラマツ苗木の道内協定価格は，

準産者価格が一本4円80銭となっているので，伐期が5

年短縮できる苗木については7円70銭高い12円59銭を支

払っても，伐期における造林塾用の点ではもともとであ

るということになる。

1本に7円70銭を加算しても，伐期における造林費用

の後価合計が同じであるということであれば，全道需要

の6,800万本が全部供給できるものとすれば，伐期5年

短縮の苗木養成饗として，これまでの通常の苗木養成経

費とは別に，一年ごとに5億6千万円の金を多く注ぎ込

んでも，なおかつ前に述べた立木処分の収入増加にはな

んらの影響がないということなのである。

研究者の方点はこれらの事実をはっきり認識されて，

胸を張って研究に一層の馬力をかけていただきたいし，

予算や人事等で間接的に事業推進の鍵をにぎるトップの

方女には，研究陣が思う存分の力を発揮できるように，

万全の処置を執られることをお願いしたい。

（伐期の短縮期間が5年以下の場合，あるいは反対に

5年以上の場合もv=1.0P机－1から容易に目安が立て

られるし，金利Pの変化についても同様である｡）

4．トドマツの育苗について

信州カラマツを中心として育種に対する期待を述べて

きたが，あらゆる樹種について伐期の短縮による経済効

果は共通した糯倫が出るし，特に立木代金が高い樹種ぼ

どその経済効果もまた大きくなる。

道内でカラマツに次ぐ造林樹種は郷土樹種のトドマツ

一日林協一

であるが，利用価値がはるかに大きいにいかかわらず民

間であまり造林が伸びないのは，カラマツに比較して伐

期が大部長いこと，育苗期間が4年ないし5年を要し，

苗木価絡もカラマツの2倍以上であることなどが影響し

ている。

もしこれが挿木によって育苗期間が半減できるとすれ

ば，育苗期間の短縮による経済効果はもちろんのこと，

伐期を短縮できる精英樹の挿木苗が2年くらいで計画的

需給に乗ることになるので，今まで自主的生産で放侭さ

れて過不足調整の騒ぎを繰り返していた事態も解決でき

るし，さらにまたトドマツの計画造林を推進する有力な

説得材料となるので，カラマツー辺倒の弊害を是正して

適地適木に徹した造林推進ができるという別の効果も生

まれてくるであろう。

むすび

以上思いつくままに，北海道を中心とした育種に対す

る期待の若干を申し上げたが，全国各地の林木育種場

で，黙をとして研究の日夜を送られている方六の努力の

結晶は，その影響するところ，北海道におけるカラマツ

やトドマツ等に関する諸種の研究成果の影響に勝るとも

劣らないものであることは，容易に類推できるし，本州

方面の研究成果を，北海道に取り入れた結果，意外な偉

力を発揮するということもありうるのではないかと，ひ

そかな期待も持っている次第である。

農業における品種改良と同じような速効を期待した早

合点の風潮も加わって，一時は爆発的人気を呼んだ林木

育種も，その反動で林業全般から見れば話題に上がるこ

との少なくなったこの頃である。しかし将来の育成林業

を左右するような経営のポイントが，育種部門に携わる

皆さんの手中に託されていることに思いをいたし，さら

に研究に精進されるよう願って止まない。

下記の製品について，価格が変わりましたので，よろしくお願い申し上げます。

変更前変更後

（ツジ（ニッケル）150円200円

（銀）〃180230

ネクタイ止（ニッケル）250270

（銀）450450〃

日本林業技術協会東京都千代田区六番町7
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連 続講庫一一

森林土壌解説

清悪荒廃林地土壌の概念

橋本与良

〔林試・調査室長〕
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I搭悪荒廃林地土壌の概念

清悪荒廃林地土壌は，低位生産林地土壌の一種である

が，乾性褐色森林土(BA,BB型),地下水土(G型),

ポドゾル(PD'､Pw工型）等のように層位は発達している

が低位生産林地土壌であるというのと異なって，層位の

不完全な土壌であることが特徴である。

したがって，播悪荒廃林とは，受食土(Er型)未然土

(Im型）の結果生じた不良林地と考えてよい。

一般的にいうと低山地帯に多い，はげ山，およびその

周縁の経済的には林業を経営するには困難な不良林分の

地帯の土壌あるいは，洪積紀，新第3紀の丘陵地の土壌

がこれに該当している。近年は，成林が困難であり，か

つ層位の不完全な土壌として，裏日本のボイ山地帯の土

壌もこれに含めてとりあつかっている。

Ⅱ清悪荒廃林地の成因

播悪荒廃林は全国の森林のうち約40万haと見積られ

ているが，この分布は，新第3紀，浜積紀の地質の分布

する標高300m前後以下の低山地帯に限られ，とくに瀬

戸内海沿岸地帯，東海道，および九州北部が主要な分布

地域となっている。

これらの地域は，地質時代的にゑて比較的新しい時代

に海底下にあって，この地域の岩石は深層風化をうけて

おり，ちぶつで土壌生成作用が進承にくいことと，カオ

リンを主体としており，侵食をうけやすい性質をもって

いる。しかも，上記の播悪林の広く分布する地域は，日

本としては，もっとも古くから文化の発達した地域であ

り，森林の伐採がたびたび繰りかえされて地表面が裸出

される機会の多い地域である。地表の裸出するたびに侵

食をうけ，侵食の進度と土壊化の進度のバランスがとれ

ない場所ほど侵食が進象，滑悪林地土壌となっていく。

瀬戸内海沿岸地帯は暖帯林として，カシ，タブの森林を

主とし，尾根筋にはツガ，コウヤマキ等が存在したはず

であるが土壌の悪化に伴ってマツ林にさらにハゲ山とな

ったものと考えられる。したがって，これらの地域で

も，神社林などでは播悪林地と同じ母材料でもりっぱな

常緑広葉樹林があり，その土壌も褐色森林土壌として層

位もよく発達している。童た，秋田，青森県下では深層

風化の地域でも，過去に森林をあらしていないために，

現在も，スギ，ヒバの天然林が分布して，その土壌も成

熟した土壌が発達している。

とくに，荒廃の著しく進んだのは，徳川時代の中，末

期からであり，はげ山が多くなって土砂流出による被害

が多くなっている。この原因は，艇家が貧困化し，入会

林地の収奪がすすんだためとされている。

さらに，瘤悪林地の多い地域は，気温が比較自鎬い上

に，雨量が少なく，大体年雨量が1,500mm以下の地域

であり，とくに岡山付近は1,000mm前後となってお

り，乾燥しやすい条件下にあり，一度，土壌が悪化する

と水分調節が悪くなるので植生の回復が困難となり癖悪

化を助長することとなる。

以上を要約すると，現在の潜悪林地は，素因としては

母材が荒廃しやすい性質を具えており，誘因として森林

の破壊という人為作用が働き，気候条件がさらに悪化を

促進するか，回復を妨げている。母材や気候条件は人力

で変更することは容易でないが，人為的な条件は抑えう

るものである。しかも，癖悪化に向かうことは容易であ

り，いったん癖悪化するとその回復はなかなか困難であ

る。

Ⅲ摺悪林地土壌の区分

播悪林地土壌は受食土(Er型）または未熟士(1m型）

の土壌であって，受食土では，侵食の程度によっては，

層位が若干認められるものがあり，侵食が強いとC層の

鍬となる。

これらの層位の分明の程度によって区分する。なお，

洪祇あるいは第3紀を母材とするものは，事業，層位の

発達のおそい性絡をもっているので未熟土とすべきであ

ろうが，人為も加わって受食も加わっており，強績土的

な堆職様式のものはEr型に含めた。

これらの播悪林の土壌は，成熟土壌と異なってC層が

表層近くに現われており，潔境の影響よりも母材の影響
が大きい。したがって母材区分の意義が大きい。
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第1表土壌型区分表

分 ｜層位’特徴
Ey-B&F-A/M-c,F-M-(B)-c|縛悪塵の弱くBA型の“が縄められ為B理と中間的のもの
Eγ-"|B-C,I-F-(4)-(B)-C|鍋鮪撰蕊たばB鰯の一部が欠除したもの'断面の主
Eγ'_gC(B)_C,F_C,F_(A)_ClB層の大部分を欠除し,C層遊主体としたもの
Im-frB-C,(A)-B-C成熟土壌のB層に相当するものが堆積の主要部をなすもの

Im-BC,(A)-CC層に相当する材料の堆職するもの

監二;:(A)-B-C､A-C l表層にA層が発達して，成熟土壌の型の特徴が認められるも
，の

｜表層に還元のグﾗｲ層を認める表層グﾗｲの未熟土壌Im-gB/g-C.A/g-C

区 層 位

Er型(残積）

C.(B)-C,F-C,F-(A)-C

1m型

(崩積，詞行）

母材区分

第I類（砂質）花崗岩

第Ⅱ類（埴質，埴壌質）石英粗面岩

第Ⅲ類（砂礫質，埴礫質）新第3紀，洪積紀

清悪林地の植生は，生育不良のマツ林が主であって，

ネズミサシ，コシダの出現が多いが，搭悪の度合と関連

して林床型が異なっている。清悪林の林床型の区分は，

1．ススキ型

2．ネザサ型

イ）ネザサ高稗亜型

ロ）ネザサ低稗亜型

ハ）ネザサーコシダ亜型

3．ウラジロ型

4．コシダ型

イ）コシダ高茎亜型

ロ）コシタ・低茎亜型

5．ツツジ型

6．ツツジーコシダ型

イ）ツツジーコシダ亜型

ロ）ツツジーコシターハナゴケ亜型

7．スケ型

8．ハナゴケ型

9．林床欠除型

第2表林床型と土壌型（花崗岩）一

|J
｜

’

|｜’

一
Eγ

●●

●●

●●

Eγ一β

Ⅳ土壌型と林床型の関係

成熟した土壌型に応じて植生も変化するのと同様に潜

悪林においても，その土壌型に対応して林床型が異なっ

ている。この関係は表－2，表－3である。

すなわち，花崗岩を母材とした清悪林地では，もっと

も侵食を強くうけたEγ-β型には，林床欠除（裸地)，

ハナゴケ，コシタ・低茎が現われ，侵食のやや弱いEγ‐α

型にはコシダ高茎が現われる。1m型ではウロジロネザ

サ高稗型となる。ツツジを主体としたものは，ツツジー

コシダーハナゴケ以外は，侵食の弱度な中間型となる。

石英粗面岩を母材としたもののEγ-β型にはネザサ，

コシタ・ともに出現するがいずれも低型である。この母材

では本来ネザサ高稗型が出現するような山麓にIm-g型

が現われてスゲ型が多いのが特徴である。

花崗岩地幣の憎悪化度と堆祇様式に対応した林床型の

関係は第1図のようになる。
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第1図第3表林床型と土壌型（石英粗面岩）
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ウラジ官

|’ イ）理学的性質としては，籍悪林地土壌は一般に非常

に堅密に堆積しているた過に根の伸展自由を妨害してい

る。

ロ）空隙の絶対量自身が普通林地土壌に比較してきわ

めて乏しく，したがって根の生理機能上必要な空気や水

分の容量が乏しい。

ノ､）土壌孔隙の大小は空気や水分を保持することと密

接な関係があり,pF1.7以下の孔隙ほ保水的な役割はほ

とんどなく，主として容気,通気としての役割を果たし

ている。したがって，この量の多いことは，透水’通気

がよいが，一万稔燥しやすい土壌となる。一方pF4,2

以上の孔隙はほとんど水分保持的な役目が多いが’この

孔隙にある水分は樹木に利用吸収されないとされてい

る。したがってpF3.0以上の空隙の水分は相当量利用さ

れにくいものと解釈している。しかし,pF1.7～3.0間

の孔隙は，空気の保持，水分の保持，供給の点からする

と有効な孔隙である。この空隙量の多いことは森林の生

育に好ましい条件であるといえる。

播悪荒廃林土壌全般として,pF1,7～3.0間の空隙が

きわめて乏しく，花崗岩母材のものはpF1.7以下の空隙

量が多く，石英粗面岩母材ではpF3.0以上の空隙量が多

い。このことは，婿悪林土壌は’乾燥か過湿かに容易に

変動しやすく，花尚岩母材では乾燥傾向に，石英粗面岩

母材では過湿傾向になりやすい。とくにIm-g型では’

明らかに表層が過湿な還元層が現われているために樹木

の生育には好ましくない。

二）栄養分が乏しく，また，有機物がきわめて乏しいの

で，これの保持する力もきわあて乏しく貧栄養である。

ホ）はげ山になると，地表が50｡C以上にもなり，マ

ツなど樹木の根が表層近くにはることが困難になる。

普
通
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地
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すなわち，籍悪化度の弱い，中間型の出現する土壌に

はツツジを主とした林床型となり，侵食の進むほど,Im

型はネザサからウラジロに代わり,Eγ型ではコシダ低

茎と林床欠除型となる。

V椿悪林地土壌の一般的性質

潜悪林，あるいは荒廃林といわれるように森林が極端

に不良であることの原因には，結局は，一般の普通林地

土壌と異なった性質があり，一かはげ山が多いのも，

土壌的にみても，はげ山になりやすい性質があるためで

ある。

療悪林地土壌普通林地土壌

層位発達不良発達良好

腐植きわめて乏しい多い

窒素きわめて乏しい多い

容積量’00以上100以下

固体容積50～60影(極めて多い）20～25％

堅密度すこぶる堅職かい

中孔隙(pF1.7～3.0)きわめて少ない多い

根の発育きわめて不良良好

受食性侵食さ”やすい安定

（分散性）（分散性が大きい）（分散しない）

1）林木生育に関連した土壌の性質

垂
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第4表林床型と土壌の関係2）土壌侵食に関連した土壌の性質

土壌侵食の大きな原因は，土壌の各粒子をセメントし

ている，粘土や微砂のような微粒子が雨水中に分散しや

すいかどうかにある。

粘土の分散度についてゑると，籍悪林地方に介在する

普通林の土壌の粘土はほとんど分散しないが痛悪林土壌

の分散度は高い。

イ）花崗岩母材では，分散度は20％前後が多いが，播

悪度の弱いツツジ型では40％前後という分散度の高いこ

とは，この取扱い上きわめて慎重に扱う必要がある。ま

た，完全なはげ山では50～70％ときわめて大きく，保全

処置を講じないと，童すます侵食の進むことを現わして

いる。

ロ）石英粗面岩母材では，大体30％前後で花崗岩より

大きい数値を示している。それにもかかわらず，はげ山

の少ないのは，一般に堅密，不透水性であるために，表

層部の歌徐点に分散流出するものと考えられる。

－

侭食：｢圭響勘~|土壌の特徴|壷囎’林床型
4

表層よりきわ
めて堅密，き

CE7-βわめて貧栄難

瀞(ときに

悪化方向 はなはだ
はなはだ

しい
しい、

林床欠除

表層よりきわ
めて堅密，きやや悪化

ハナゴケAo-CE7-βやや進行わめて貧栄誕方向
乾一湿の交代

表層やや良好

コシタ・Ao-(B)-Cうす､婚下層弱度の悪弱度の進
(低茎)E7-β慧酌蕊鑿化方向行

壌多い

Ｆ

Ｉ
Ｉ
ド
ー
Ｉ

好
，
養
璽

》
鱗
桝

層
較
体
層
な

表
比
全
下
少

α

Ｃ
一
汁
動
Ｂく０Ａ 止i中止

一

コシタﾞ

（高茎）

全体にやや粗
Ao-B-Cしよう，コシ

ウラジロ(A)-B=Cダ型より深くやや進行安Im－βまで炭素あり
Eγ‐α栄養がよくな
る，透水良好

下層堅密，下

ﾈ”“)(群;篭篭陣牢止ゞ（低稗）

Ⅵ痔悪林地改良の要点

①植穴はある意味においては耕転的効果がある。Eγ

型土壌では，できるだけ大きく作ることが必要であり，

埴質な土壊では，植穴に水がたまらないよう排水処置を

必要とする場合がある。できれば階段工が望ましい。

②施肥は欠くことのできない条件であり,E7型では

数年で肥料木が衰退するので追肥が必要である。

③有機物を加用して土壌糒造を作っていくことが必

要であり，栄養分の保持にも効果がある。

④肥料木の植栽がむかしから行なわれているが，共

存している主林木の成長に効果がよく現われており，有

効な手段である。しかし，肥料木の樹種，植栽密度など

で，マツが被圧される場合が多いので，注意する必要が

ある。

⑤有機物の加用

土壌中の腐植が乏しいことが原因で，理学性，化学性

が不良であるから，積極的に有機物を加える土壌構造を

作ることが土壌改良の基本になる。このために，オガク

ズ堆肥，鶏錐，稲わら，塵芥スラッジなどが考えられ

る。

⑥肥料木の植栽

肥料木憾空中の窒素を固定し，土壌に窒素を与えるこ

とと落葉により土壌化を促進するために有効である。播

悪林の長期の植生を維持するためにはマツを植栽するこ

とが基本であるが，肥料木はその成長促進に効果がある

としても，肥料木の種類やその混植密度によっては良林

木を被圧する結果ともなるので注意が必要である。

定

定

浅い

上下層の性質

ﾈザｻ(B)~CE7=β蕊を蕊亨進行中止安定一ｺシダ

理学控不良

ﾈザｻA-B-&_Bo適潤'栄饗桑進行中安定
（高稗） Im-α件良

ススキA-B-C適潤，栄養条進行中安定
Im-a件良

スゲAg-(号躍適潤,堅密おそいなし
ツッジ(A)-B-C乾燥，理学性やや進行少ない

Im-α良好

きわめて堅，
ツツジー

コシダ-A-CE7-β議蕊霊やや悪化やや進行
ハナゴケ にあり

安定

当努一描玲)‐譲譽篝く中止（進行しE7･-BAまで粗し主うやすい）

＝
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森林生態研究ノートから

はじめに

講座の名まで森林生態学とかえて，森林生態研究に専

念しばじめてから10年もたった。

育林の避礎は森林の生態学的研究にあるという考え方

は決して私の始めたものではない。戦前のドイツの造林

学書のほとんどが‘立地学すなわち生態学に基礎をおい

たという前書がついていた。このことは今もって変わり

はないと思う。生理や育種や樹木学もまた育林学の韮礎

ではあろうが，さて現地に適用する場合はどうしても生

態学の洗礼をうけねばならない。これには誰も異論はな

いと思う。このことは艇学でも同様ではあるが，農業で

は土地をふくめた環域をかなりの程度まで人為的に栽培

植物の生理条件にあわすことができる。この操作の非常

に困難な林業でば，ありのままの環境の中で，植物の生

育がいかに発現されるかを考察する必要がある。

これが生態学である。

ここには森林生態学を研究室員一|司とやりはじめてか

ら得た多くの結果から淵識として知っておいて便利なよ

うなものをひろい出して響いて承よう。きっと何かの役

に立つと思うからである。したがってすでに発表された

もの，あるいはもう誰でも知っているようなこともふく

まれると思うがそんなのは復習のつもりで読んでもらい

たい。

1．葉の量

すこし前までは林分の葉の量がha当りどれだけあるか

などということは誰も気にしなかった。しかしよく考え

てゑると，緑色植物は葉緑素をもった葉で光合成をして

有機物を作り，それで生活しているのであるから葉の量

はもっとよくしらべておく必要があったはずである。

林業では一番問題になる幹の蓄積や生長量の承に測定

が限られ下いて，かんじんの幹の生長のもとになる葉の
量については忘れ､tいたようである。

それに葉の量はあらわしにくい。考えられる表現法に

は葉重堂（生・乾重)，葉面積，葉緑素量などがある。

葉緑素をとり出してその量をはかるのが最も良いと思う

が，林分としての量となると推定がむずかしい。次いで

1
ト

四手井綱英

〔京都大学農学部教授〕

葉面績が，光のことを考え合わすと良い方法であるが，

マツ，モミ，トウヒのような針葉樹では測定がむずかし

い。結局重さがどの樹種にも共通して広く計測できる値

であるから，葉の生，乾重量が一番広く測られている。

これらの葉の測定結果をわが国の，暖，冷温帯，亜寒

帯を通じて通覧すると次のようなことがわかった。

’）樹木の単位面積当りの葉の量は樹種ごとに特定の

最大値があること。

2）概括的に言うと広葉樹より針葉樹の方が一般によ

り多くの葉量をもつこと。

3）林分としての葉量の多少は，その林分を構成して

いる樹種が何年分の葉をもつかによって大略決まっ

てくる。

すなわち一年分の葉しかもてぬ落葉広針葉樹の葉量が

最も少ない。そしてその乾物趣は大体3～4t/haの間に

ある。葉重量のこのような変化の幅は葉の厚欽が主に関

係していて，葉而積になおすとその差はもっと少なくな

る。

最大2年分の葉をもっている樹種，たとえばシイなど

の常緑広葉樹やマツなどの陽性の針葉樹は，この2倍の

6～8t/ha位の葉重量をもち，さらに，スギ，ヒノキな

ど3年ないし5年葉をもつ常緑針葉樹は，落葉樹の3な

いし5倍の葉をもっていることになる。

したがって，毎年出る新しい蕊の量には樹種ごとの差

がきわめて少なく，また毎年おちる葉の量も同様で，毎

年の新しい葉の量，毎年の落葉量は，落葉樹の葉の量に

ほぼ等しいとぶてよい。すなわち3～4t/haの葉が年々

枯れ落ち，年を新しい葉として生産されるのである。

この葉の量はかなり安定していて，林冠が完全に閉鎖し

て，下枝が次第に枯れあがっていくような林相をもつ森

林なら，大体この最大値をもっていると考えてよかろ

う。

森林が閉鎖しているということはこの面からも重要で

’こうしておけば林分の葉の総同化量はその立地に応じ

て最大になることになる。すなわち大陽エネルギーを満

度に光合成につかっていることになる。

－20－
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ここで，なぜ常緑針葉樹類が，そんなに何年もの葉を

持っていられるかを，ち共つと考えておこう。

その原因はどうも林冠層の構造にあるらしい。常緑針

葉樹は各単木がいわゆる尖鋭な鋭角の樹冠をもってい

る。これの集まりである林分の林冠は凹凸はげしく，林

冠層が複雑で，厚さが厚くなっている。こういう立体職

造の林冠は光の利用に有利であって，より多くの葉をも

つことができるのである。それゆえ，同じ常緑針葉樹で

も，個体差の著しく少ない，たとえばクローンに近いス

ギサシキ林などでは林冠層が単純化し，それだけ葉の錘

が少なくなる。広葉樹林は個体でも樹冠が円く，あるい

は偏平になり，その集まりの林分も，凹凸の少ない，平

らな林冠になるので，林分葉量腫少なくなってしまう。

常緑広葉樹林になると，偏平な林冠層でも2層3層と林

冠層が多くなり，それだけ葉量はふえることになる。ま

た常緑広葉樹は樹種により葉の生きる年数が非常に異な

るようで，これからは，葉の生活史をしらべることも，

森林の生産を考える上に重要な課題になるであろう。

「ある担当区さんの記録」座談会

P.36よりのつづき

神宮司：今までの林野映画では現場と言えば暗さがわり

あいに多いんですよ。そう言う意味では明るさ，現場に

も喜びがあると言うことを再確認してもらえてよかった

んじゃないかと思います。

藤原：特に山の生活と言うものは遅れたものだと言う考

え方を都会の人は先入観としてもっている訳ですよね。

ところがそう言うものはもうなくなりつつあると言うこ

とです。

徳本：辺鄙だとか山の仕事は大変だとか言ってもこの映

画の担当区主任さんのようにあんなに滴潔で平和な家庭

が営めるんだということで誇りをもって担当区さんにな

りたいと感じさせれば，国有林の中に若さが入ってくる

訳ですね。

今井：明るいと言う点で唯皆さん同じ意見なようです．

前の長官の田中さんもみえてまして，明るい良い映画だ

とおほめをいただきました。

徳本：お忙しいところを大変ありがとうございました。

一

小河内の

しし舞い

東京都

奥多摩町

一

あはりやな春さり来れば春山の

花の匂のしゑごろも

着つつ承山の沖山の

おがひにおりゐ谷川の

岩しる清水に身をそそぎ

此の芽彼の芽を取りはぷて

永きはる日を楽しむは

人こそ知らぬ忘られじいや

春山の鹿歌を踊り終って獅子頭を取った顔は，び

っしょり汗にぬれてはいるが，神に奉仕した喜びと

伝統の舞を自分なりの表現を加えて果たし得た誇り

に輝き，口許には，満足げな微笑が，にんまりと浮

かんでさえいる。

天下泰平を祈って舞う獅子，猪や鹿を神に供えて

祝う舞等を，各地に数衣の獅子舞が伝えられている

が，時折，マスコミが取り上げて，村人の誇る一子

相伝の伝統は観光資源にされてしまう。踊らなけれ

ばならない。踊らされてはならないのだ。

大西邦彦〔東京都林務課〕

〔山の生
、
、
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ガザルのように，いわゆるサ

ルらしい顔をしたものと，サ

ルらしくない顔をしたものと

がいる。後者のよい例は，動

物園にいるメガネザルやキツ

ネザルのなかまである。もち

ろん，これらは下等な糎瀕で

ある。いま生きているサルの

うちで，もっとも原始的なの

は，東南アジアにいるツパイ

とよぶものである。リスのよ

うに尾が長く，四つあしで枝

のうえを歩きまわるのであ

Ｊ
１
Ｉ

一 －ハヘハヘー一ハ一

－ 1－

世界的な

ニホンザルの価値
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
」一一一 （一（（（

る。大きさもリスぐらいである。この罐下等なサルが進

化してきた道程を，化石によって追って承ると，ネズミ

に通じるのである。「人類の祖先はネズミである」とい

うことも誤りではないのである。しかも，進化の方向と

しては，かなりの直線コースである。

余談はさておいて，動物学的には，原始的なサル類を

原猿（えん）類，進化したものを真猿類とよんでいる。

前者には，ツパイ，キツネザル，メガネザル，それにロ

リスとよぶなかまがはいる。後者には，オマキザル，オ

ナガザル，類人猿，そしてヒトが含まれる。これらをあ

わせて，霊長類とよんでいるが，ずいぶん幅の広いグル

ープなのである。

つぎに，真猿類の顔をよく見くらべてゑると，ニホン

ザルやオナガザルのように，鼻孔の間隔が狭いものと，

その間隔が広く，しかも外方に向いているものとがい

る。前者を狭鼻輯，後者を広鼻猿類とよんでいる。い

うまでもなく，狭鼻類のほうが進化したサルなのであ

る。それが証拠には，わたくしたちの鼻は，鼻中隔とよ

ぶ薄い軟骨状の膜があるだけである。これが広鼻溌鰄の

ような鼻だったら，クレオパトラもはじめから翻遁にの

ぼらなかったにちがいない。

《
“

昨41年の10月のこと，文部省の文化財保護委員会は，

青森県下北半島にいるニホンザルを特別天然記念物に指

定した。天然記念物の指定は，毎年3月末に行なわれる

のが例になっているのに，この場合だけ年度の中間で発

表した。いわば異例なことであるずこれは，当局がその

保護に緊急を要すると認めたからであろう。

サルの名所は，あまりに有名な「ただいま零匹」の別

府高崎山のほか，雨後の竹の子のように全国各地にで

き，観光資源として役立っているところが少なくない。

これらの場所をさておいて，下j畔島のしかも交通の不

便な地域にすむサルが，特別天然記念物の指定をうけた

のは，それ相当な理由があってのことなのである。これ

を述べるまえに，サル全体について紹介しておくのがよ

いと思う。

世界のサル

動物園へ行って承ると，いろいろなサルがいるのに驚

くほどである。もっと多くの種瀕を見たかったら，岐阜

県犬山市にあるモンキーセンターを見学することである

ここには，世界各地から数十種が集められている。ま

た，ニホンザルも放し飼いにされ，野生化している。こ

のセンターは，たんなる観光施設ではなくて，財団法人

日本モンキーセンターが経営しているもので，観光より

研究がおもである。所長は京都大学名誉教授宮地伝三郎

博士，そのほかの所員も，ほとんどがサル博士である。

動物園でもわかるように，サルの種類はずいぶん多

い。学者によって分類が異なるので，租噸は400とも，

500とも数えられるが，一般に認められているのは，約

200種である。それでも，かなりの種瀕数である。

さて，これらのサルをよく見ると，ニホンザルやテナ

一

ニホンザルの素顔

地球上にいるサルの分布を調べてみると，その雁とん

どは熱い地方である。とくに南アメリカとアフリカに

は，たくさんの種類がいる。そして，ヨーロッパや北ア

メリカには，一噸もすんでいないのである。わたくし

たちが学生時代は，人類がつまりヒトが発祥したのは中

央アジアであると教えられたのであるが，いまでは南ア

フリカらしいことが，化石の研究によってあきらかにな

ってきた。ヒトがサルから進化したのなら，サルのいな

い中央アジアでヒトの生じる理由はないことになる。な
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お，ヒトは60万年まえに，この地球上にあらわれたとさ

れているが，いまでは100万年説が有力になってきた。

また，日本にも30万年ぐらいまえから，すでにヒトのす

んでいたのが考古学の発達によって証明された。

ニホンザルは，もちろん日本列島，それも本州・四

国・九州にいて，北海道にはいない特産の種類である。

その意味だけでも貴重なのである。これに血縁が近いな

かまを探すと，東南アジアから中国南部にかけて生息し

ているベニガオザルである。

ニホンザルとベニガオザルは，いずれも同じなかまに

分類されている。その特性とするところは，かなりの耐

寒性があって，サルのなかまではもっとも北方に生息す

る種類なのである。そのうちでも，ニホンザルは最北部

に分布しているから，青森県下北半島は地球上にいるサ

ル類の最北限地になるわけである。ここに，下北半島の

サルが天然記念物に指定され，しかも異列な時期にいそ

いで行なわれた理由があるわけなのである。

下北のサルは，近ごろになって著しく少なくなってし

まった。それは，半島の西よりにマタギ部落があって猟

の対象としていたからである。もっとも，昭和22年童で

ば猟獣であったから自由に射ってよかったのであるが，

それ以後になっても，密猟していたらしい。「サルの黒

焼」は結核の妙薬としていまでも漢方薬では用いるから

である。また，東北地方とくに秋田，青森の山間部で

は，「三光焼」とよんで，サル，キツネ，ノウサギもし

くはテンの頭を一緒に入れて素焼にしてから，それを粉

末にして服用すると，女性の血の道に効くとされている

ので，冬になるとこの方面の猟師が遠征してくる。

密猟とともに，この半島の開発や森林の伐採も大きく

影響しているらしい。現在では，半島の西部すなわち津

軽海峡に面した部分にだけしか生息していない。それ

も，20～30頭の群れが2～3いるにすぎないらしい。い

ずれにしても，100頭に満たない頭数である。これらの

群れは，いずれも，海岸の絶壁ぞいの林にすんでいる。

さいわい，この地域はすべて国有林であるから，保護す

るのに便利であるし，青森営林局も，これが保護には特

別な配慮をしている。ここにいる群れのうち，南端にあ

たる脇野沢村の九盤泊部落にいるものは，部落の人たち

と仲よくなっている。

数年まえのこと，わたくしも義経につながる伝説のこ

の部落を訪ねたが，戸数50ぐらいのわびしい漁場であ

る。しかし，分教場があって，その校庭にサルがでてく

るので，生徒たちは教室から見えるわけである。このこ

ろはまだ仲よくなっていなくて，校庭においてやったリ

ンゴをもつと，子ザルが逃げるように抱えて林にはいつ

たが，いまでは手からもらうそうである。

ニホンザルの生活

ニホンザルの顔と尻（しり）は，なぜあのように赤い

のであろうか。いうまでもなく，発情のしるしなのであ

る。それは生まれて4年めになってからである。その年

の秋になって，はじめてメスとまじわるのである。メス

の発情は，それよりか1年はやくはじまる。雄娠期間は

170～180日で，1児をうむ。発情する時期は，12月ご

ろから翌年の3月にかけてであるが，一般に北にいるも

のほどはやいのはおもしろい。

ニホンザルの集団生活は，あまりによく知られすぎて

いて，その説明も必要としないであろうが，リーダーを

中心に軍隊式な統制がとられていて，行進するときには

若いオスたちが先頭を行き，メスと子ザルはリーダーと

ともにあとから進む。もし，事件でもおきれば，リーダ

ーはその場に急行し，本隊は第二リーダーが安全な方向

に待避させる。また，鉄砲で射たれても，よほど危急で

ないかぎり，そのなかまの死体をそのままにしたり，負

傷したものをおきざりにしたりはしない。かならず収容

して後退する。また，群れが駐留する§ときには，外周の

高い木のうえに若いオスが見張り，メスと子ザルはその

中心にリーダーとともにいるので，これに近づくのは容

易なことではない。

ニホンザルの集団生活については，いまでこそ多くの

研究者を生じているが，その元祖は徳島県の林務課にい

た武田要さんなのである。武田さんは砂防技師としての

かたわら，昭和のはじめごろから小豆島にいるサルの研

究をはじめ，私財をなげうって没頭し，数年まえに農学

博士の学位を得られた。いまでも，東京都下八王子布の

高尾山にある林業関係者慰霊碑のとなりにサル園を経営

して，サルとともに暮らしている。

ニホンザルの生息数は，昭和28年には約15,000頭と推

計され，同37年には28,000頭と著しい増加を示してい

る。生息地も300カ所から425カ所とふえている。そし

て，生息していないのは，茨城県と長崎県だけとになっ

てしまった。東京でも，奥多摩にすんでいる。この増加

は，昭和22年に保謹獣になったことと，えさ付けが各地

で行なわれるようになって，安全と食物が姻果されたこ

とによるものである。そこは，「ザル智恵」のもち主だ

‐
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TL(以下,AH-TLを省略）とクズガラシは，若干のツ

ルが生きていた程度でクズは見当たらず，かなりの効果

を認めた。しかし，クズガラシ区はスギに中程度の薬害

があり，ワンタッチ区は薬害を認めなかった。つぎに7

月5日に，クズが25～65影にカシワ，ノイバラ等の雑草

木が混生するスギ3年生造林地（同末広）に各種除草剤

を1.2kg/aずつ散布したところ，前記の2秘類と，イク

リンA(スルファミン酸アンモン70%+2.4.5-T1.9%

＋2.3.6-TBA0.9%)が効果が大きく，ワンタッチー

T(スルファミン酸アンモン60%+2.4.5-T2%)はや

や劣るように承うけられた。

つぎに7月15日に，5，6年前まで畑であったクズの密

生造林地に対し（同名坂一傾斜5.,方位北東，土性・

砂質埴壌士）にワンタッチ，イクリンA(以下Aを省

略）をaあたり3.0,2.0,1.0kgずつ散布した濡深を

承ると，ワンタッチおよびイクリンの茎葉散布区は，施

行後10日ごろにはクズの葉がほとんど褐変して，ツルも

本年伸びた部分が枯れはじめたのを認め，ついで25日後

には，3．0,2.0kg/aが古い茎の部分まで柚損している

ことを確認した。さらにまた10月中旬の調査では，木質

化しているツルや根株はおおむね健在であるが茎から発

根した白根や，小さな根塊一直径2cm以下一は枯死し

たものが多く，その再生力はほとんどないように象うけ

られた。そして，スギの薬害は0であった。

つぎに，8月25日の前記種にクズカラシ等3種を加え

た計5種の薬剤を,1.2kgﾉa割合の全面茎葉散布とワン

タッチの一部茎葉処理を8月25日に行なった。

上記の結果を施行量例にゑると'aあたり1.0kgでは

やや不十分，2.0kgではやや過量と承られるので，適量

はその中間(1.5kg)のところにあるように思われる。

しかし総果的には，葉はよく枯死するが，ツルが枯れ

にくく，7月処理のものよりも効果が劣ることがわかっ

た。このことからも最適散布時期は，6月下旬から7月

中旬の間と考えられる。

2．スギ，ヒノキ，アカマツに対する薬害

薬剤の施用にあっては，まず，造林木に薬害のないこ

とが重要である。そこで，翫佃にスギ，ヒノキ，アカマ

ツの1－3年生の山行苗木を1m2内に4本植え，それら

をビニール張りの木枠でおおって，上からいろいろの通

の薬剤を時期別に散布して，薬害の発現を調べた。その

続果は第1表のとおりで，ワンタッチ，イクリンともに

1年生では薬害がきわめて激しく，アカマツは0.6kg/a

でほとんどのものが枯死したが，スギ，ヒノキでは

1.2kg/a以下でかろうじて生色を残した苗木が若干ある

程度であった。

‐
スルファミン酸塩類を主剤と

した除草剤のクズ繁茂地に対
4
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する散布効果
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〔兵庫県林業試験場〕

はじめに

クズの造林木に与える激害については，ことさらにふ

れる必要もない。そこで，昔からいろいろな考案がなさ

れ，ことに最近は，強力な薬剤の根株処理による方法が

行なわれて，適確に根絶できるようになったが，近ごろ

の労働事情その他から暴れば，さらに改良の余地が多く

あるように象うけられる。

そこで，スルファミン酸塩類にオーキシン型薬剤を添

加した除草剤を，クズの繁生地に散布して，その効果を

求め，その場合におこる2，3の問題点についても室内，

野外の両面から実験的に調べたので省力育林に対する要

望の切実なおりからでもあり，応用場面もあろうかと思

われるので，その結果をまとめた次第である。

本報文中の，薬剤の除草性検索に関する実験について

は，宇都宮大学，竹松哲夫教授，本実験の施行にあたっ

ては，当場の浜田場長，前田造林課長のご指導にあずか

り，土壌の分析には，古池研究員，供試苗木の供与その

他では松元，志水，片山研究員のご協力を得たので，各

位に厚くお礼申しあげる。

実験の方法と結果

1．クズに対する効果試験

6月29日に，クズの繁生するスギ4年生造林地（宍粟

郡安富町三森）にワンタッチAH-TL(スルファミン

酸塩80%+2.4.5-T2.5%),クズガラシ(DSMA30%

+MCPP3%)その他の除草剤を，おのおの5×5m区に

1aあたり（以下/aであらわす)1.5kgずつ手マキで散

布した。

その結果，41日後の8月9日では，ワンタッチAH－

一

■
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つぎに，2年生以上のものを誤ると，ワンタッチは薬

害が軽微で,1.2kgﾉ'a以下では，ほとんど薬害がなく，

2.4kg/a以上になると樹高成長がスギで18.6%～40.7%

に抑制されたが，ヒノキ，アカマツ（地上部の成長休止

にはいってからの散布が多かったが･･･）は無処理と変わ

らない溌深を得た。

薬害は，2年生以上では，散布後約20日を経て現われ

はじめ，まず樹体の各所に褐変部を生じ，順次下枝の部

分に及んで，スギでは軽微な頂芽害が発生するのを認め
た。

イクリンは，2年生以上の各樹種に対しかなりの薬害

をゑた。本剤は反応が遅く施行後1カ月位はほとんど兆

候が現われないが，その後に頂芽がいためられて枝に移

り，やがて全体に及ぶ傾向があった。

クズガラシは,とくに薬害がはなはだしいようである。

つぎに水耕，ポッI､試験等で，スギの薬害の発現状態

第1表ワンタッチの2．3の樹種に対する薬害

写真－1ポット試験による接触・移行性比較

葉だけと，土壌面にだけに均等に薬剤を散布して，その

作用力を比較して象たところ，茎葉接触の方が，土壌処

理よりもはるかに強いことが認められた。

4．散布後の降水と薬効

茎葉接触による最大効果を持続させるには，有効な散

布時期である6～7月の降雨をさけることが重要である

そこで，薬剤散布直後の降雨が，効果に及ぼす影響を知

るために，つぎのような実験を行なってぶた・

あらかじめポットに，ヒエ等を育て，その3～4葉期

頃に，それぞれに2.0kg/aの薬剤を散布して,30分～8

日の11段階にわけ,20mmの降雨に相当する水を20分程

度かけた。

その結果を承ると，ワンタッチでは|,30分～6時間後

まではかすかな反応を示し，1日～5日後も反応がやや

進んだ中程度の状態が続くｵ藍定な兆候を示したが，総

合的にゑると，5日目でも降雨にあえば影響があるとい

える。イクリンは，かなり明瞭に，3日目までは降雨の

影響で薬効に乏しかったが，5日以降は影響が少なく，

薬効は散布放置の状態に近かった。

5．薬剤別による2．3の郷潭のタネの発芽と成長

シヤーレーに土（砂質埴壊士一粘土22,微砂13,細砂

41,粗砂24％）をいれて，濃度別の薬液とよく童ぜあわ

せ，その上に夕やイコンとヒエおよびアカマツのタネをま

きつけ，発芽成長，樹申長に対する影響を調べたところ

模式的に第1図のような結果が得られた。

すなわち，両剤とも10,000～500PPMまでは,90~

100筋ときわめて強く阻害されたが，それより濃度が低

くなるにつれ，急激に作用がうすれた。これはヒエに対

しても，ほぼ同様な傾向を示した。

アカマツのタネに対して，ワンタッチは10,000～

1,000PPM,イクリンは50PPMまでは完全にちかい阻

一一
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44散布戯5.6～3.6kg/aの総合薬害率。
24供試本数は各樹種とも26プロット・72本。

を調べたところ，薬害は根からの吸収によるよりも，接

触による害の方が大きいことがわかった。

3・茎葉処理および土壊処理のクズに対する効果の比

較

ツルのさき1mを葉ごと全部と，ツルの中ほどの葉2

柄および7柄に,おのおの49ずつの薬剤をかけて，それ

らをポリ袋でおおっておき薬害の状態を調べたところ，

ツルのさき処理ば根元の方ﾝ､230cmツルの中ほど処理の

場合はその前後130cmほどが枯死したが，スルファミン

酸聴煩系とクズカラシ間の差はなかった。

また，ポットにクズの概朱を移値して養成したもの

に，全茎葉処理と発茎葉処理を行なったところ，全処理

はツル，葉ともに枯死したが，ホ閲朱は健在で雑処理は処

理した部分だけ稲証して，体内移行は全く認められなか

った。これは処理時期が遅かったためと考察される。

茎葉接触と土壌処理による蕊請Iの効果を知るために，

ポットで育成したヒエ，夕・イコン，キウリ，1､マト，ソ

バ等の2～3葉期のものに，オガクズをしきつめて，茎

三
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害を与えるが，それより量が少なくなると，いずれも影なおスルファミン酸アンモン単剤は，この両剤にくら
響はきわめてうすらいだ。ベ5，1．5％の濃度で2～3cm移動が少ない傾向をぶた･
結局,シャーレー内のもっとも極限された条件下でば，私土壌中に鐙ける残効試験

aあたり製品量に換算して，ワンタッチは1379,イク苗畑で,7月21日に薬剤を散布し,10月22日室での3
リンは1559で，ダイコン・ヒエ等の広狭葉植物のタネ力月間に6回にわたり，地表下1cm間の土壌をシャー

の発芽成長に強烈な阻害を与え，アカマツのタネに対しレーに採取して，ヒエ・夕・イコンのタネをまきつけ，そ
ては，ワンタッチは2749,イクリンはそれよりはるかにの発茅成長の状態などから，土鍍中における薬剤の残効

少ない169位の微量で，稚苗の成立を完全に阻害した。 期間をみた。これに使用した土壌は，埴質壌土の孔隙量

なお両剤とも，夕・イコンの基部のボウ化，ヒエの節間43.15％，透水盤75.8cc/minのもので，がいして壁鏑な

の伸び等がみられ，ホルモン作用が認められた。状態であった。またその期間内の降雨日数ほ29日で，総
6．土壌中における薬剤の移動量594.1mm,最多量88.4mm(9月18日）であった。

内径10cm,幅1cm内筒を何個かつみかさねて，それいま，その結果をみ；ると，ワンタッチの0.6～1.5kg/a
に砂質埴壊土を，孔隙量57.56％（透水量17.5cc/min,、では，散布後70日で残効が消え,2.0～3.0kg/aでは3力

最大容水通59.28％）の撫潅につめ，その土壊表面から月後も，ヒエ・ダイコンのタネの発芽が，34～56％減少

薬液を均等におとし，ついで24時間後20mmの降雨に相するのを認めた。イクリンの0.6～1.2kg/aでは70日，
当する水鍵をピペットで1時間にわたって滴下し，24時同じく5kg/aでは3カ月で消え,2.0kg/aでは3カ月後

ー

に至ってもわずかではあるが鋤Jがあ

り,3.0kg/aではかなり多くの残効があ

イクリンーアカマツるのを認めた。

イクリンーダイコンつぎに林地での残効の結果を知るた

ワンクッチーァカマッめ，薬剤を散布して土壌の深さ別に調べ
たが，苗畑の場合に比較して残効期間は

ワンクツチーダイコン短く，ワンタッチでは,2日目に消失して

いた。これはその林地が，中小礫を含む

土壌であって，しかも多量の降雨があっ

たことも加わっての続果と思われた。

つぎにクズガラシをゑると，苗畑で3

カ月後に表土で34影，地表下4cm付近

では27％穏童の残効率であったが，林地

では40日目ですでに全くそれを認めなか

った。
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まとめ
蕊剤の濃度

以上の試験結果を応用的な見方で摘録
第1図スルファミン酸塩類を主剤とした除草剤の根の発芽生
長に対する抑制作用するとつぎのようになる。
注抑制率100％ぱ不発芽と発芽直後の枯死をあらわす 1）スルファミン酸塩類に，2.4.5一

間後に1cmごとの土壌をシャーレーに採取し，ヒエ， T室たは2.3.6-TBAが添加されている除草剤を,6

ダイコンのタネをまきつける方法で，謡茅成長の状況を月下旬～7月中旬に,10aあたり15kgを，クズの茎葉

調べたところ，ワンタッチの移動性は,20mmの滴下水全面によく付着するよう散布することによって除草効果
量ではpaあたり1.2kgでは地表より2cm位まで,1.8の大きい結果を得た。さらにその薬剤で処理後，数日降
kgでは7cm,3.6,6kgでは9cmまで移動し，散布量が雨がないような時期をえらんで行なえば，一個効果が大

少なくなるにしたがって下部への移動と鎧，ならびに範きいことがわかった。

囲が狭くなるのを認めた。2）この僧篝辱刊は，約1カ月以内に，クズの葉や1．2
つぎにイクリンでは,1.4kgで2cmまで,2．1kgで年生の茎を枯殺する。またその茎から発恨している白根
5cm,4.2kgは9cm,7.0kgでは10cmまで移動することや，直径2cm以下の根塊等を枯死させて，その年は根

を知った。の発生を制する効果がある。
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薬害は一般に軽微で，樹種的には，ヒノキ，マツにく

らべやや大きい。

つぎに2.3.6-TBAの添加剤は，その他のものより

薬害が大きい傾向を示した。

3）土壌中における浸透，移動鯉を調べた結果，1．5

kg/a前後の散布で,40mmの降雨量に該当する水鍵の降

下量では，地表下2～7cmの範囲を下降移動し，残効は

平坦地で70～90日，傾撚淋地では，それよりはるかに少

ない日数で消滅する結果を得た。

4）タネの発芽成長に対する抑制は非常に強く，16～

2749/aでアカマツ稚苗の成立を完全に阻止することを認

めた。以上の結果から,DSMAを主剤とし，それに

MCPPが添加された除草剤は，スギ，ヒノキ等に対し

接触的な薬害を与えるため，下刈用としては好童しくな

いが，クズの枯殺抑制効果は十分認められるので，地ご

しらえに用いることができる。

以上の結果はまだ実験不足のものが多いので，さらに

繰返し実験をしてゑると同時に，従来のものと比較を十

分に行なって解決すべきである。

ことに，薬剤窓用いるにあたっては，施用当年の結果

の承から，従来の人手によるそれと比較して，経済性等

を論ずるのではなくて，その作業の新しい仕組までを考

えてふることが重要である。つまり，他の産業撒造から

の要請をも考えあわせてゑる‘ことであって，そのために

はこれらを含めた一連の研究としてもう少し続けて実行

してみた上で判断をくだす必要がある。

参考文献

竹松哲夫：最新薬剤除草法・博友社(東京)1964

三宅男，他：薬剤によるクズの枯殺・林試研報，

No.123,1960
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二■ 本誌3月号掲載の「フランスの林業教育とレクリエー

ションの場としての森林」の“ナラの棒'P.16の写真

は植物誌1．（ラ･メゾン，ルウスティック社発行）より

転載。

〔県の木シリーズ〕

ケヤキ

(ニレ科）

Z〃〃0"α”ずγgｵα

(Thunb.)Makino

凌熱凌熱
ケヤキが宮城・福島・埼玉の三県それぞれの木として

選ばれたことから見ても，本樹がいかに日本人から親し

承の眼をもって見られているかが理解できる。三浦伊八

郎先生朧東京都の木としてもケヤキを推奨されている

が，武蔵野の農家を囲むケヤキの防風林の風趣を知る人

ならば，誰でもイチョウよりはケヤキを推すことだろ

う。春を呼ぶうららのそよ風を胸一杯に吸って見上げる

半空に，扇形に伸び拡がったケヤキの梢がほのかに色付

いてぼうっとかすむ風情には，毎年のことながら，「お

い，今年も元気で行こうぜ」と呼びかけたくなる。とこ

ろが，都会の空気に汚されて弱り切ったケヤキは秋を待

たずに不時にすっかり落葉し，それでもなお弱☆しい新

梢を実ばらに伸してわずかばかりの新葉を着ける姿に

は，哀れをもよおす。ケヤキは本州全体･四国･九州から

中国大陸に分布し，秩父地方や伊豆の天城山などの溪間

に良材を産する。九州では鹿児島県に野生があるかどう

かはっきりしないが，大口市の山中鉄次氏によれば，同

市の十曽山中に，ケヤキの巨樹が一本あるという。台湾

にはタイワンケヤキを産し，これは日本のケヤキと同一

種とみなして大過はないようである。メケヤキは葉柄と

葉裏脈上に微細毛を密生する変種でケヤキと混生する。

ケヤキはあれほどの大木であるが，その花はまことに

微をたるものだ。春新枝に腋生して雌花と雄花を着け

る。花の細部構造についてはさらに研究を要すると思

う。特にメゲヤキの花果は記載されていない。
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林業と林学とのさかい

－四手井氏の「育林技術の体系について」

を読んで思う－

松下規矩

〔林試・関西支場〕

本誌No.299の四手井氏の「育林技術の体系について」

に言われていることは，もっともなこととも思われる

が，私には--林業を知らないからだと言われればそれ

までだが－何かよくわからないところがある。もっと

も，私ば，この論に限らず，一般に林学先生のおっしゃ

ることが，わかるといえばわかるが，わからないといえ

ばさっぱりわからなくて困るのだが．…”

そこでこの際，そのわからなさの由って来たるゆえん

を私なりに考えてゑたのであるが，それはやはり’当の

林業なるものを，どのようなものとした上での林業なり

林業技術なりの諭なのかがはっきりしないところからく

るものと思われたのである。

今，かりに普通に林業といわれているものは，森林の

経営を伴う木ﾎｫ全産業のことなのだとすれば'森林経営
は木材生産の手段に過ぎず，木材生産は金儲けのための

手段に過ぎないのではないか。それは言わずもがなのこ

ととされるかも知れない。しかし，これまで林学社会人

一般の論においては，その辺が存外あいまいなのではな

いかと疑われるのである。

と言うのも，もしそのことが明認されているのなら

ば，これまで林業技術諭特に育林技術論などにおい

て，林業的な見か考え方と，植物学的（自然科学的）

な見万考え方とは，厳に区別されてこなければならな

かったはずと思われるのに，事実は必ずしもそうではな

いようだからである。

たとえば，林業知識人社会で林木の材稜といえばまず
●。●●

立木材獄のことであるが，立木材積それ自体は植物学的

巌材積に過ぎないのであって,必ずし榊棄雌材積な
のではないということが，果たして十分理解されている

のかどうか，はなはだ疑われるのである。

しかし，沖繩を攻略するためには必ずラバウルを攻略

しなければならないわけではなかった。地理学的な判断

と戦争技術的な判断とは一応も二応も別物としなければ

ならないのである。林学の先入観に捉われずに考えた場

合，植物学的な材積を知らなければ林業的な材積を知る

ことができないとか，林業を良く営むことができないと

いうようなことがあるのかどうか。一般の林業人が立木

材積などというものにはまったくといってよいくらい無

関心にことを行なっているのは，単にかれらが無学なた

めなのだろうか。

育林技術として大事なこととされてきた間伐木の選定

基準や枝打の程度の基準などにしても，これまであまり

にも植物（生理・生態）学に密着し過ぎて言われて来た

のではなかろうか。

素人論と言われればそれまでだが，そのように，植物

学ないし自然科学的な見地と林業経営的な見地とが混同

されて生産技術が考えられ論ぜられてきたところにこ

そ，四手井氏の言う，今日の育林技術の混乱の元がある

とも思われるのである。とすれば，その源は昨今にある

とすることはできないだろう。

ここでも言われている「林業は長期にわたるもの」と

いうようなよく言われることにしても，木材が採れるよ

うな大きさにするまでの樹木の育成期間が長いという植

物学的な事実と，林業という業に関する事実とを混同し

たものと思われる。およそ業と言われるほどのものにお

いては，股業にしるエ業にしろ，業自体としての長期性

とか短期性とかいうことは問題になり得ないと思われる

からである。

また，これもよく言われる，森林の経営は自然の法則

によく従って営まれるべきだというようなことにして

も，そのこと自体は衛星船の打上げの場合も同じことだ

と言ってよいだろう。

とすれば，林業の営承の場合に限っては，なぜ長期性

だの自然法則の尊重などという，いわば言わずもがなの

ことが，執鋤なまでに言われなければなら厳いのだろう

か。言うのは勝手としてもその相手は一体だれなのだろ

うか。

林業を毒している者は，存外林業知識人なのかも知れ

ないのである。自然法則の尊重などという言葉はすでに

知識人，文化人の言葉なのだと思うが，一方で，実質的

に，経験のたいせつさを無視しながら，他方で自然の法

則を尊重するなどということがありうるだろうか。国有

林の経営のあり方などが非難されるのも一お役所仕辮

の非能率というようなことを別にすれば一元はといえ

ば，それが経験軽視の学問に堕した点に原因があるので

はなかろうか。

むろん，林業気職人ざ一般が，林業ないし林業技術を，
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植物学に密着させて考えるということの底には，それな

りの正当な理由があるとしなければならないのかも知れ

ない。森林法，森林組合にはじまって，森林籍議会など

という植物学的な名前が広く行なわれるということにも

それなりの正当な理由はあるのだろう。そのような事実

のあることこそが，林業というものの本質なのかも知れ
ないのである。

しかし，もし林業を木材生産業なのだとするならば，
●●

名前はどうでもよいなどと言わずに，林学などという言
●●●

葉はやめにして，林業学としたらどんなものだろう。そ
一

保安林制度と

保安林の面積

田篭伊三雄

〔福岡県・治山課〕

1．保安林制度の変遜

野口陽一博士の「森林の影響」によると次の「五項

目」に年代別に分けられる。

この年代別の福岡県の民有保安林面蔽の変遷をここに

述べてゑたいと思う。

（1）明治時代(M30～M43)

保安林制度を近代化した，明治30年の第一次森林法

の制定に伴う，民有保安林の面積は1,208haで，その

主な保安林の種類は，水かん，防

風，魚つき，土流，である。

(2)第一期治水事業時代(M44~

S10)

この時代の主な，民有保安林は

地盤保謹植樹および工事による，

大正8年から大正13年頃までの，

土流，飛砂，ならびに昭和7～9

年の荒廃林地復旧事業による，土

流の指定でその総計は2,678haで

ある。

(3)第二期森林治水事業時代

(S12～S22)

この時代の，民有保安林の主な

－

水源かん養保安林

土砂流出防備係安林

土砂崩壊防備保安林

飛砂防倣保安林

防風保安林

潮害防備保安林

干害防備保安林

魚つき保安林

航行目標保安林

風致保安林

計

して，森林植物学は林業植物学に，森林土壌学は林業土

壌学に，また，森林組合は林業組合に，森林審議会は林

業審議会に，等々 。そして，名が体を表わすようにおよ

そ林業のことについては，学問上のことにしろ，実際上

のことにしろ，もっと林業一一木材生産業－－そのもの

につけて考えることにしたらどんなものだろう。

以上，四手井氏の論そのものがどうこうというわけで

はないが，読後に思ったことの一端を申し述べてゑた次

第である，悪しからず。

指定保安林は，前期に継続した荒廃林地復旧事業に伴

う，土流と飛砂で，その総計面穣は3,692haである。

（4）防災林造成聯業時代(S23～S34)

昭和26年第二次森林法の改正による，保安施設地区

制度の制定による。土流，そして，昭和28年の未曽有

の水害に伴う，災害復旧の，土流，土崩，潮害と新し

い名称の民有保安林が急増し，また，この水害後の昭

和29年に制定された，保安林整備臨時措置法の10年の

時限立法による，水かん，および，水源林造成事業に

伴う，同じ「水かん」の指定により,8,385haと，ふ

くれ上がってきた。

（5）治山勘定設置以降(S35～）

ここに治山事業について，国有林野事業特別会計に

治山勘定ができ，民有林治山事業もこのなかに含まれ

るようになったが，民有保安林の指定には，あまり承

るべきものがないが，前期の保安林整備事業による，

水かん，干害，の重要河il水源地帯の民有保安林の指

定で，昭和40年度末で9,653haとなり，第三次森林法

の改正（昭和37年）による保安林制度の強化，および

第1表
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最後にこのグラフにより，少し私の考えを述べさせて

いただくことにする。

まず第一に明治から昭和の初期にかけてのグラフを考

えると，人口の増加に伴い，保安林の認識不足や技術の

不足により，上昇カーブは不一致である。しかしその後

の戦時にかけてば，水の需要や，治山上の技術向上によ

り，そのカーブはやや一致しているが，戦時中や戦後の

技術者の不足により，いくらかのズレが出ている。しか

し，戦後の日本に見られるすべての事業と同じく，保安

林についての，認識の向上と，技術の進歩により，ます

ます，そのグラフのカーブは一致し，近年とくに目だっ

てきた，へき地青少年の東京，大阪への出稼ぎ，また，

炭砿の不況による離職者のため，人口は激減するにひき

かえ，保安林制度の完備による整備事業に伴い，そのカ

ーブは，ようやく人口上昇カーブに追いついて来，整備

事業の最終年度には，逆に人口増加のカーブを保安林面

積の増加カーブは追い抜き，ますます住民の水不足や土

砂の崩壊を防ぎ，安心して生活できる郷土を盛り立てて

いくことは明らかである。

ここに，過去の保安林関係の技術者の，地下に理ずも

れた，血のにじむような，努力により，今日の保安林制

度が確立し，そして戦時中に荒らされた，緑の郷土を，

近時，ます寮すとりもどすとともに，昔，原野だった所

も，過去の技術者の作った，礎石により，年を，緑につ

つまれていくことに対し，心から感謝の意を表して，錨

を置く。
QM1“W色叩唾rpdrp0L伽凸皿二”』b△堂L”△n941L2L▲9▲4hMB．Ql他ロ｡』E▲8F凸dlLdg－Q0．9W･叩･皿．叩．オ、、伽amD

保安林整附臨時措置法の10年間の延長(昭和49年まで）

による，民有保安林の指定予定により最終年度には，

17,349haになる予定である。

2‘民有保安林の面積の内訳

前章で述べた民有保安林の変遷を表示してみると第1

表のとおりである。

3．保安林の面稜と人口

ここで話を少し飛躍させて，福岡県の民有保安林の面

積と福岡県の人口との間にどのような関係があるかをぶ

て承る。

つまり，保安方齢1度の変遷は人口の増加に伴って，改

正されてきたとも思われるふしがあるからである。

でばこれを，民有保安林面稜と人口，および人口密度

を列記し，次↓､で民有保安林面積と人口密度を，グラフ

に表わしてみる。

第2表
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人
365福岡県の面積4,900.77km2

(2i90,077ha)

識
二
噸
繩l
ha
l,208

.｜
人

1,789,511

1km2

当りの
人口滞腰

保安林
面澗
人口

S1012,67812,755｡80415581風上森体面蔵2,400.1km2(240,017ha)

S2213,69213,178,1341"31同｣二民有林面積2,112.14km2(211､214ha)

S3418,38514,127,6531841

S4019,6531"1,236,1848651
S45117,34914,300,0018781(予定）
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なかったり，またその適用の仕方をいるといっている。

誤ったために，納税者が可荊益を被本書の主な内容目次は『譲波所得

ることのないように,国税庁資産税／総則,一般の場合の譲渡所得や計
課の担当官が，実際に当面した事例算，有価証券の譲渡，譲渡損失など

を基にして，わかりやすいように解が生じた場合，特別の場合の譲渡所

説したのが本書である。日ごろ税法得の計算。山林所得/総則，山林所

になじゑのない一般納税者の方左に得の計算，収入金額と必要経饗，山

とっても，また専門の会計人にとつ林所得計算の特例。相続税／総則，

ても好個の資となろう』と。課税価格・税率および控除，申告と

税に強くなるということは，これ納付。贈与税／総則，課税価格・税

からの林業経営者にとって必須条件率および控除，申告と納付。財産評

となろう。価／総則，土地・家屋の評価，果樹

最近，日本経済新聞にゼイキン報・立木の評価，動産の評価，無体財

告を連戦して好評を博した邸永漢さ産権の評価，根式・出資の評価，公

んは税金の問題は，好むと好まざる社債・貸付金等の評価。奥行価格逓

とにかかわらず，納税者にとってな減率表8付表』となっている。

おざりにできない段階に立ち至って（林野庁研究普及課坂本博）
吋駒易叫剖#9104J44知“880勺60.別､180.0脚8,p』3．■qQqJj･DB040.帥｡fl剰I1DjP，q8oOU妙叱OIqqい19q，姑8P4仏｡I“d的9F･OU0d伽0，㎡901恥jβｻ゙88■kODh･ﾛ敵咄凸1旗R･･伊狗･QIG叩－0jO100d0"い』QU1恥細･他nF▽8齢ロゥ0齢190Ⅶ師M1加ID0叩輔014叩'0W坤

下記の本についてのお問い合わせは、当協会へ

のう緬一
ｿ/////／/~刀///／ノノ／

資産税実務問答集

国税庁資産税課／編

A5・横組。382頁

980円．〒90円

発行所帝国地方行

政学会（東京都新宿

区西五軒町52．振替

東京10,000)

本書は，賓産税に関するいろいろ

の疑問（392問）に答える，いわゆ

る問答形式でまとめられている税の

実務参考書である。しかも，その内

容は，譲渡所得，山林所得から相続

税贈与税，財産評価まで，いちおう

考えられる疑問はすべてとりあげら

れているので林業経営者には最も関

係が深く，すぐ役立つものとなろ

う。

税法の解説書はたくさん出ている

が，それらはいずれも税制の解説も

のが多く，実際の場合にどうなるの

かとなるとわかりにくいものであ

る。そこで，このような図書が実用

書としてよろこばれている。

本書の序文には次のような意味の

ことがのべられて､､る『わが国の税

制は，その大部分が申告納税制度を

採用しており，この制度は民主的で

あるが，これが正しく理想的に運営

されるためには，納税者も税に対す

る十分な知識をもたなければならな

い。ところが秒捌や税法は複雑かつ

難解であると一般的に観念されてお

り，なかでも安産税関係の法令取扱

いは，偶発的に生ずる問題に対応す

るものであるだけになおさら近より

がたい印象を与えている。また特例

も多し，これに鞘通することは容易

でない。そこで，税制や税法を知ら

一

名｜著名醤

実践林業大学Ⅲ
森林保育と生態

図説
日本の森林土壌

酸りや轆認蕊噌漢
の実際

新醤判380円（〒50）

新醤判800円（〒50）

A5判150円（〒10円）

英
雄
忠
男

綱
秀
隆

井手
原
島

四
竹
黒
塘

古欝はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込承に
対し在庫の有無送料をご返事いたしますから，それによってご送金下さい。

古書 コーナー

｣一

応用樹木学（上・下）
潤葉樹材利用調査書

（1～5輯）
本邦代表的優良林業

（1～2刊）
邦産松柏類図説
日本森林樹木図鑑(1～2刊）
林木育種
ヒノキ育林学
本邦に於ける主要林木の地理
的分布図

毒陸地方防汐林造成調査報告
漁業と森林と関係調査
日本林業年鐘
索道梁
四国森林植生と土壊形態の関
係に就て
日本股林種子学（前，後）
朝鮮森林樹木鑑要

上原敬二

東京営林局

昭176,800円

昭4～83,000円

A5P.2683,000円

昭293,200円
14,000円

4,800円

1,500円

3,000円

3,800円

6,000円
昭25～3612,000円

3,000円

7,800円

昭13．146,000円
2,600円

帝国森林会

武田・岩田
白沢保美
佐藤敬二
坂ロ勝美

尾越豊

山林局

水産局
林野共済会
長野営林局

宮崎榊

近藤万太郎
石戸鄭
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昭和40年度山村振興特別調査報告

財団法人山村振興調査会

（謄写刷B5判，調査報告

No.1からN0.14まで，

14冊計1,777P)昭和41年3月

昭和40年5月公布された山村振興法の施行に関連し，

山村振興調査については，国の直接行なう調査のほか，

都道府県知事の行なう基本調査があるが，国が，その中

から特別の地域をえらび，山村振興調査会を助成してこ

の調査を行なわせた。それらの結果が，ここにあげた14

地区の報告である。

この特別調査は，国の山村振興について施策の参考に

供し，また特別調査実施地域はもとより，それ以外の地

域に対しても振興方策を樹立するための参考資料として

役立たせることをねらいとしている。これらの報告書

は，動きゆく最近の山村のすがたを，山村振興事業とい

う視点からとらえるとともに，今後の方向について示唆

を与えるものとして，貴重な資料である。調査員は各大

学の農学部教授や地方艇業試験場農業経営部長を調査部

長として，大学，地方艇林試，各道県庁の企画室や林務

関係職員，道県挫林試験研究員等多くの人たちの協力に

よる共同調査で行なわれたものである。

な詣，この調査では，単に山村の艇林業の実態にとど

まらず，山村振興事業の基本ともなるべき，地域の産業

の問題，山村の生活，厚生，教育・文化など社会環境の

現状と問題点をとらえるなど広汎な分野にわたる調査や

検討が行なわれているのが特色といえよう。

紙面の都合で，これら14地域の場所と調査班長の名前

をあげるにすぎないが，この調査を始めるにあたってプ

リテストとして第1号調査が次のごとく行なわれた。

調査報告No.1モデル山村調査報告(155P)

一一静岡県周智郡春日野町一一

農業技術研究所研究室長（調査班長）林健一氏

ほか，艇技研広瀬武夫氏，林試経営部紙野伸二氏など。

第1号の目次をあげれば，はしがき一－課題と方法一一

第1章調査地域の概要と特色第Ⅱ章産業の現状と

問題点第Ⅲ章社会環境の現状と問題点第Ⅳ章地

域経済構造と部落構造からぷた問題点第V章既往の

山村振興対策第Ⅵ章山村振興対策の職想第Ⅶ章

山村振興特別調査への提言。

第2号以外は次のとおりである。

No.2道南国有林山村のすがたと進路(120P)

－北海道沙流郡日高町一

北大助教授桃野作次郎氏ほか6名

No.3北津軽臨海山村のすがたと進路(113P)

－青森県北津軽郡小泊村一一

弘前大教授石崎宜雄氏ほか6名

No.4北羽後国有林山村のすがたと進路(129P)

－秋田県山本郡藤里町一一

岩手大教授大野守氏ほか7名

No.5北上山系山村のすがたと進路(153P)

一一岩手県九戸郡山形村一一

東北腿試農業経営部長西垣一郎氏ほか8名

No.6北越豪雪山村のすがたと進路(203P)

－新潟県北魚沼郡守門村－－

県企画課須田諭癖氏ほか7名

No.7吾妻河谷山村のすがたと進路(135P)

－－群馬県吾妻郡吾妻町一一

農技研経営立地室長上野福男氏ほか4名

No.8東信高冷山村のすがたと進路(126P)

－長野県南佐久郡北相木村一一

農試高冷地研究室長渡辺信夫氏ほか4名

No.9飛騨僻遠山村のすがたと進路(120P)

一一岐阜県大野郡丹生川村一一

岐阜大教授太田更一氏ほか5名

No10中国高原山村のすがたと進路(82P)

－岡山県真庭郡美甘村一

中国農試挫業経営部長中野正雄氏ほか11名

No.11江川流域山村のすがたと進路(81P)

一一広島県双三郡作木村一一

中国幾試股業経営部長中野正雄氏ほか11名

No'12土佐急峻山村のすがたと進路(126P)

－高知県香美郡物部村一一

四国農試経営研究室長香川俊一氏ほか6名

No.13紀南林業山村のすがたと進路(124P)

－和歌山県東牟婁郡古座川町一一

京大教授桑原正信氏ほか9名

No.14日田林業山村のすがたと進路(110P)

－－大分県日田郡前津江村一一

熊本商大教授大田遼一郎氏ほか5名

なお，これらの資料は，都道府県庁の企画鯛査室（山

村振興担当課)，地方艇政局，各営林局，県艇試等に備

えられている。飯本博（林野庁研究普及課)〕
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◎国有林野評価で報告書出る

第53回国会で「黒い霧」問題に関

連し，民間への貸付，交換を中止し

ていた国有林野を4月1日から正淵

な姿に戻すため，国有林野の評価を

研究していた長官の委堀機関である

国有林野評価研究会は，6回にわた

る研究会後，去る6日長官に報告書

を提出した。報告書は①林地価格の

特質②評価上の基本的問題③評定価

絡決定上の問題点の3つからなって

いるが，要点は①観光開発のため林

地の'価格が上昇している②林地Ⅲi格

の評価に当たっては広い範囲にわた

る客観的資料，事例により，近い将

来の価格の動向を合理的に判断して

行なうこととし，方法としては，市

場資料比較法によらざるを得ないこ

とが再承認されたことなどである

が，この報告書の示唆により「国有

財産の管理及び処分に伴う財産の評

価韮準」（長官通達）も改正される

ことになった。

◎41年1月～12月木材輸出入実績

41年（1月～12月）の木材輸出入

実績（通関統計）がまとまった。そ

れによると輸出は363億6,984万3

千円で前年比11.7％の増，輸入は

2,438億9,282万3千円で，前年比

37.6％の増を示しているが，これは

大量輸入の大量消費時代を写してい

るものとふられている。

輸出のうち大きく減少しているも

のはラワン合板（数量で15.4％，金

額で11.3％）とラワンインチ材（数

錘で23.1％，金額で19.9％）で，増

加しているものは国産材合板（数瞳

で1％，金額で12％)，化粧合板(数

通で29.7影，金額で72％)，プリン

ト合板徴量で26.8％，金額で22.3

％)，その他合板（数鐘で31.4％,金

額で41.3％）などである。

輸入は，ラワン，アピトンが108

万m3,1,148"4,614万8千円（前

年比，数量で25.2％，金額で35.8％

の増）米材は素材が“5万6千]nay

635億9,984万円，製材は103万9千

m3,161g9,122万円，計549万5千

m3,797"9,106万円(前年堆鮫量で

29.7影，金額で35.8％の増)，ソ連

材は360万7千m3,275"2,066万円

(数量で36.9％，金額で31.1％の増）

などである。

◎ワシントン州の丸太禁輸法案否決

日本の木材業界から注目されてい

たワシントン州有林丸太輸出禁止法

案は州議会会期最終日の前日，3月

8日，22対23票の1票差で否決さ

れ，日本の米材関係者をほっとさせ

た。この法案は2月1日州議会に提

出され，その去就が注目されていた

もので，議決における賛否票ば同数

で議長の1票により否決されたもの

であるが，否決されたとはいえ，こ

の法案がこれで流れてしまったと拳

るのは早計で，否決された場合は，

州民投票に持ちこむという方法が残

されている。州民投票は本年11月の

大統領選挙の時行なわれる可能性も

あるとみられている。なぜこの問題

がワシントン州でこのように重大視

されるかというと，ワシン1､ン州有

林丸太が日本への輸出が増加してい

るため，ワシントンの中小製材エ場

は丸太の高値などもあって経営難と

なり，失業問題も起きているため，

州有林丸太は第一次加エしなければ

輸出できないようにしてくれと，昨

－33－

、

年12月，ワシントンの民間団体であ

る完全雁用委員会が12万5千名の署

名を集めて州議会に提出したことも

あるからである。

◎衆院鰻林水産委員会

委員長は本名武氏

第55回（特別）国会の衆院農林水

産委員会の40名のメンバーば次のと

おり。

（委員長）本名武，（理事）仮谷

忠男，倉成正，高見三郎，長谷川

四郎，森田重次郎（以上，自民)，

赤路友蔵，東海林稔(以上,社会)，

玉置一徳（民社)，（委員）安倍晋太

郎，小沢佐重喜，小沢太郎，大野市

郎，鹿野彦吉，金子岩三，熊谷義

雄，小坂善太郎，小山長規，坂田英

一，坂村吉正，田中正己，丹羽兵

助，野呂恭一，藤田義光，湊徹

郎，栗山秀（以上，自民）

伊賀定盛，石田宥金，栗林三郎，児

玉末男，佐を栄三郎，実川清之，柴

田健治，島口重次郎，美農政市，森

義視，神田大作（以上，社会）

中村時雄（民社)，

斎藤実，中野明（以上，公明）

舅
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怠塘室

．
た
ま
に
は
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス
で
も
と
、
日
曜
日
に
都
内
の
デ
パ
ー
ト
に
出
か
け
ら
れ
た
人

は
、
誰
で
も
そ
の
あ
ま
り
の
混
雑
振
り
に
目
を
見
張
る
に
違
い
な
い
。
買
物
を
す
る
に
も
、

そ
の
場
所
へ
行
き
つ
く
の
が
ひ
と
仕
事
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
た
く
さ
ん
の
人

達
は
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
艇
山
村
で
は
、
「
三
チ
ャ
ン
農
業
」
と
か
、
否
、
今
で
は
「
ニ
チ
ャ
ン
農
業
」
に

な
っ
た
と
か
い
わ
れ
、
そ
の
人
口
の
減
少
傾
向
が
目
だ
っ
て
い
る
。
艇
山
村
に
家
族
を
残
し

て
、
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
人
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
全
く
悲
惨
な
現
実
で
あ

る
。
農
山
村
で
そ
の
帰
り
を
待
た
れ
て
い
る
そ
の
人
は
、
あ
る
い
は
東
京
の
地
下
に
も
ぐ
っ

て
地
下
鉄
掘
り
を
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
る
ほ
ど
世
の
学
者
は
将
来
役
人
の
何
割
か
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
集
中
す
る
な
ど
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
生
産
性
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
高
い
と
こ
ろ
へ
労
働
力
が
移
動
す
る
こ
と

は
、
世
の
中
の
法
則
の
示
す
と
こ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
好
ま
し
い
こ
と
な

の
か
そ
う
で
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

労
働
人
口
が
移
動
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
水
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
流

れ
る
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
の
移
動
の
過
程
で
き
わ
め
て
多

く
の
悲
惨
な
摩
擦
が
あ
る
。
誰
が
す
き
好
ん
で
自
ら
が
生
ま
れ
た
艇
山
村
を
捨
て
、
東
京
の

地
下
鉄
掘
り
に
飛
び
込
む
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
れ
ら
に
し
て
、
十
分
な
生
活
を
営
む
だ
け
の

収
入
の
道
が
腱
山
村
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
れ
ら
は
決
し
て
そ
こ
を
捨
て
は
し
な
い
。

生
産
性
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
労
働
人
口
が
移
動
す
る
流
れ
に
竿
さ
す
こ
と

は
、
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
農
山
村
に
人
今
を
落
ち
着
か
せ
、
そ
こ
で
の
安
定
し
た

生
活
を
保
護
す
る
努
力
を
も
っ
と
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
た
い
。

そ
れ
を
可
能
に
す
る
も
の
が
技
術
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
南
部
の
コ
ッ

ト
ン
業
者
の
努
力
を
思
い
出
し
て
承
よ
う
。
化
学
繊
維
に
押
さ
れ
て
も
は
や
斜
陽
産
業
と
い

わ
れ
た
コ
ッ
ト
ン
を
、
技
術
を
テ
コ
に
し
て
見
事
に
立
ち
直
ら
せ
た
で
は
な
い
か
。

東
京
の
地
下
鉄
エ
事
を
見
る
た
び
に
、
自
ら
を
い
ま
し
め
て
技
術
の
発
展
に
努
め
よ
う
。

（
こ
う
し
よ
う
生
）

一
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匡巳

優秀映画鑑賞会推せん

ある担当区さんの記録

(企画日林協・林野庁監修・製作全農映）

完成記念座談会

国有林に対する世の関心が急に高まりつつあるに

もかかわらず，その第一線の担い手である担当区主

任の生活は割合知られていない。かれらの多くは，

山間僻地において，きびしい悪条件とたたかいなが

ら，盛りたくさんな任務をテキパキと片ずけていく。

その毎日毎日を，そして一年一年をしっかりと支え

る三つの和がある。第一は家庭の和。第二は職場の

和である。それは小さな職場であるが，その和が，

営林署，営林局へと逐次大きな職場の和となってい

くもとなのである。そして第三には，彼をめぐる人

人の理解と尊敬によって作り出される地元の和であ

る。これらの三つの和こそ，苦しいにつけ，悲しい

につけ，常に彼の心と体と仕事に安定感を与えるの
である。

彼はある日，来年伐る木の調査にあたって，しみ

じ象と遡蕊する。「木は役に立つまでに少なくとも

五十年はかかる。今，私は先裁の育ててくれた林を

伐って世間に役立てる。そして，次の世代のため

に，りっぱな造林地を作る。私の生きがいはここに

ある｡」と。

この真剣な国有林の第一線の努力が，広く正しく

理解されて，国民の強い協力をえて，真に国民に役

立つ国有林として育っていくことを期待する。

映画中の一こま

徳本：本日はお忙しいところをどうもありがとうござい

ました。さきほど，お陰をもちまして，特別試写会も無

事終りました。あの中には，長期間にわたる皆様方のお

骨折のお陰によってりっぱなものができましたことを，

心からお礼を申し上げます。あの労作の期間を通じて

の，ご苦心談なり今後への橋渡し等，貴重なご意見など

もうかがうことができますならば，たいへんありがたい

ことです。

今井：今日はいろいろな方左からおほめのおことばをい

ただきましたが，製作にたずさわった一人としてたいへ

ん満足に思います。そのためには皆様にたいへん長い間

にわたってご苦労いただいた訳ですが，今日はその苦心

談とか，作品に対するいろいろな意見，とくに忌揮ない

所をひとつお話し合いいただきたいと思います。この映

画の製作目的は，国有林の第一線で働く人の生活を映画

にして山を守り育てることがどんなにこの人倉の地道な

努力に負っているかを国民の皆様に知らせたい知ってい

ただきたいということだったのですが，まず現地のご協

力をいただいた猪苗代の管理官の方から卒直なご意見を

いただきたいと思い室す。

飯島管理官：担当区主任の行動が非常によく表わされて

いると思います。よい映画ができましたことは撮影が行

なわれた地元として大変うれしく思っております。ただ

私どもといたしましては映画の物語上必要なシーンと現

状が違うことが心配でした。特に技術的な面では，猪苗

代営林署はまだあんなことをやっているのかといわれる

とつらいですね。

今井：そういう心配はあったらしいんですよね。

飯島：たとえば火入地栫えですが，現在猪苗代ではもう

やっておりません。火入のシーンが欲しいと頼まれて撮

影のために火入地栫えをやって承せただけで….…

徳本：季節のミアヤ、をと言う意味でやむを得ないのじ

やないかと言うことで筋書き通りに進行した訳ですが，

北海道あたりではまだああいう所があるんではないです

か。

神宮司：稚樹を枯らすのです，なるべくやめるというこ

となんですが，やはりやっている所もありますよ。

徳本：国有林が火入地栫えを奨励しているんだと言う取
り方をされると困る。

今井：そういう点で，今になっては遅いんですがコメン

トが大事になって来ると思うんです。たとえば盗伐のシ

ーンなんか見せるとものすごく（迫力）が出て来る。実

はあれは撫映はしたんですが，長さの関係でとうとう切

ってしまったんです。全体的にテンポが速い印象がある

という意見がありましたですね。
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青野：大分話しを切ってある訳です。いろいろ討論の上

で担当区さんの人間的なものを表現するのに必要なもの

は生かしたと言うことなんですが。

今井：造林の場合は春植えと秋植えと二回でてくる。あ

れはやっぱり秋植えと言う説明が，一言あっても良かっ

たんじゃないかと造林課長さんはおっしゃる。

青野：植え穴掘りでも，造林も機械化されて来たと言う

説明をしてくれればよかったんじゃないか……。

藤原：だれに観せるかということなんですよ。私達が観

て非常に気になることも担当区主任さんの姿と言うもの

はああ言う風な形だということは良く出ていると思うん

ですよ。今のお話は確かに技術的には疑問があると思う

んです。しかし全体の流れの中ではたいへん苦労なんだ

なあということが観た人は感じとれるんじゃないかと思

うんです。

飯島：われわれは山官の目で観るので技術的なことにこ

だわりも感じるのですよ。

三谷：知ってるものが見れば首をかしげたくなるところ

もあるけれども，一般の人が見ると，きれいだなあ担当

区さんとはたいへんな仕事なんだなあと思わせる。

今井：そうなんですよ，試写会にサンケイの記者の新里

さんが来てね，俺も担当区をやりたくなったと言ってま

した。これはとっても明るい映画だと言うことですね。

それではここで本物の担当区さんの感想を聞いてみたい

と思うのですが。

古川担当区：画面がとてもきれいで内容についてもとて

も明るく，われわれ手本にしなきあならない担当区さん

だと思った次第ですね。担当区主任としての態度や，身

のこなしなど全く本物が顔負けするほどピッタリでし

た。

今井：それでは主演された羽佐間さんにも一言。

羽佐間：担当区さんを演じて象てつくづく感じたこと

は，まずこの仕事はヒューマンでなくちゃできないんだ

なあということでした。それにこの仕事は一言ではとて

も言い表わしようのないほど大変なんだと言うことが，

よくわかりました。一般に比べて恵まれない辺地で時に

はプライバシーも犠牲にしても，仕事に尽している人左

を上の人はもっと温い眼でみてやって欲しいと思い重

す。

今井：ニセ担当区さんを操縦なさった監督の青山さんの

ご感想をお聞きしたいのですが。

青山：生まれて初めてのことでしたので，ただ五里霧中

でした。あの中に少しでも本当らしい担当区さんの姿が

出ていたら，皆様のご協力のお陰だと感謝しています。

神宮司：従来の映画だと，木を切ったり森を写したりす

るだけで，人間との結びつきというものがなかった。そ

ういう意味で日林協が，人間と森との結びつき，人間と

人間との物語ということに着目されたことは非常に意義

がありましたし，また一般国民もそういう形で非常に興

味を持つのではないかと思います。また反面林野関係者

には自分達は本当のことを知っている，こればこうする

んだと言うのではなく，ヒューマンでなければならない

こと，上の人はもっとよく現場を知れと言うことなどを

この映画を観てわかってもらえれば，たいへんよいので

はないかと思います◎

今井：先ほど長官から小野寺さんにたいへんよく出来た

と，おほめの言葉を下さいましたね，小野寺さん。

小野寺：担当区さんの仕事と言うのは非常に忙しく大変

な仕事だと思うのですが，この映画の中でそれをどう言

うふうに表現するかと言うことに演出は苦労なされたん

じゃないかと思うのです。たとえば，担当区さんの仕事

というのは山だけでなく，事務所での仕事がまたたいへ

んなんです。そういう面がもう少しえがきたかったので

すが，なにしろ3時間に制限されてますもので。

青野：ちょっと予定表など見せてもらえれば，事務所内

での働きや，現場とのつながりなどもよくわかったので

はないかと思い蓑す。

小野寺：それからもうひとつ担当区さんでえがきたいな

と思ったのば，地元の人達とのつながり，お巡りさんと

はまた逮う訳で，あまり密接な関係になると，具合の悪

い面もあるので紙一枚はさんだような接触の方法，そう

いう点がわれわれにとってつつ込みがたさがありました

ね。

今井：こんどは，私がひとつ少し気になることを申し上

げます造林小屋のおばさんがきれい過ぎて都会的な感じ

のする人で，ちょっと場違いの感があったのですが。

藤原：そのきれい過ぎるということで意味は違います。

ともすると林野の映画というのは，山の中のひなびた所

だけを強調しがちなんですが，もう時代ほ変わってきて

いるし，担当区さんも変わってきている。現場にもこう

いうような施設もあるし，こんなおばさんもいると，あ

ってしかるべきじゃないかと思います。

出席者･…･今井勉嚇野庁，林政課)，神宮司守（衆議院農林

水産委員会)，藤原寛(前橘営林局,人事調,飯島義一(猪

苗代営林署，管理官)，古川富雄鯖苗代営林署，担当者主

任)，小野寺正寿(全農映，製作)，青山通春(全農映，臆勧，

小野春夫（脚本)，青野春雄（全艇映，製作)，岩崎太郎（全

淡映)，下条三郎（全農映，搬膨，羽佐間道夫住演)，

本会から秘川恭佐，徳本孝彦，橋谷異，三谷貞雄

(21ページへつづく）
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亭 菖＝

鶏2'回総会(昭和4'年度臨時)決議公告：皇
邑 量

享昭和42年3月15日開催の本会第21回総会において,；
：次のとおり決議されたので,会員各位に公告します｡§
言 ．

：昭和42年3月15日；

：社団法人日本林業技術協会；：
理事長蓑輪満夫ミニ

言

亨

記畠 藍需

詮
二

写

： 議案。肩

:第'号議案昭和4'年度借入金限度額修正に関する：
ミ 件限度額4,500万円にすることに決議した｡§

：（41年11月29日第2圃理蕊会において緊急；
量

承認されたものに対する追認のもの） 富甚

3
；為

：第2号議案欠員役員補充に関する件”
f さ

を 前理事長石谷憲男氏の逝去により欠員とな§

：っていた役員補充について,次のとおり選§
； 量
出した。冒；

重 ミ

理事長蓑輪満夫
;"…‘…………職…………"……"i‘……".…‘"；

…雷･…牝守-'b可…F'奇､"盈壺……誌器竜沙･“…ﾛ垂旧窪‘…巳-ぞ……当べこ､I語一謀…秘堅誕J・師㎡品…諮り…鋤｡裾諦

理 事長挨拶披露パーティ

第21回総会（昭和41年度臨時）

昭和42年3月15日（水）午後1時より東京都千代田区

永田町1丁目17番地，全国町村会館別館9階ホールにお

いて開催した。来賓，会員100有余名が出席し，全国会

員から寄せられた委任状とあわせて総会の成立を見て，

盛大に行なわれた。

理事長職務代理徳本専務理事より挨拶ののち，議長に

会員平野孝二氏（日本林業経営者協議会専務理事）を選

び，下記議案によって審議し，それぞれ原案のとおり承

認可決され，新理事長に会員蓑輪満夫氏が選任され，林

野庁長官，林業試験場長ならびに山崎参議院議員から祝

辞と激励の言葉を頂戴した。成松常務理事の閉会の挨拶

によって，総会終了後，引続き日林協企画の記録映画

「ある担当区さんの記録」を上映。午後3時20分より別

席にて鋤輪理事長就任祝賀パーティを開催した。新理事

長に対し，柴田栄参識院議員，三浦辰雄氏の激励の辞を

頂戴し，早尾丑麿氏の発声で乾盃をして，宴まさにたけ

なわの時に繁忙の中からとくに新理事長を祝福するため

にかけつけられた野原衆議院議員の激励の辞をいただ

き，歓談数刻，盛会裡に宴を閉じた。

☆昭和41年度第3回理事会

昭和42年3月15日（水）午前10時より全国町村会館2

階第1会議室において開催，

（1）昭和41年度借入金限度額修正に関する件

（2）新任理事長候補についての実情

を報告し，

昭和41年度臨時総会提出議題，とくに欠員役員補

充に関する件

などの議案について協議した。

出席者：理事44名（うち委任状22名）のほか，松川

顧問，各課長

☆支部主催各種発表会会員優秀者表彰

下記日林協支部の優秀者に対し，本部より

協会マーク入賞牌を贈って表彰した。

秋田営林局業務改善に関する研究発表会

3月9，10日表彰者12名

高知営林局業務研究発表会

2月15日表彰者8名

長野営林局業務研究発表会

（経営，事業，総務）

3月16-17日表彰者12名

東京営林局業務研究発表会

1月18日表彰者8名

☆森林航測編集委員会

3月7日(火)午後2時より，本会理事長室にて開催。

出席者；正木，岩部，山田，西尾の各委員と本会から，

八木沢，渡辺，武田。

☆第9回林業技術編集委員会

3月10日(金)午後2時より，本会理事長室にて開催。

出席者：小田島，小林，山内，雨宮，石崎，畑野の各委

員と本会から，徳本，八木沢，中元。
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第22回総会(通常)とその他の行事開催について

次のとおり開催いたしますから多数ご出席下さるようお願い申し上げます。

昭和42年4月10日

社団法人日本林業技術協会
記

日時昭和42年5月25日（木）午後1時より

場所東京都千代田区永田町1丁目17番地全国町村会館別館9階ホール

会議の主要目的事項

第1号議案昭和41年度業務報告ならびに収支決算報告の件

第2号議案昭和42年度業務方針ならびに収支予算の件

第3号議案昭和42年度借入金の限度額の件

第4号議案その他

第13回林業技術賞，第13回林業技術コンテスト，表彰

なおこの総会に引続いて林業科学技術振興賞授与式と受賞者の講演が行なわれます。

その他の行事

5月24日9．～17.00林業技術コンテスト於東京営林局

5月25日17.00より支部幹事打合会於町村会館

5月26日コンテスト参加者施設見学

Ｌ
２
３

一

4．

たら「相も変わらず何をやっているんだ」と笑うかも知

れません。し本号から、どうらん、、山の生活、という

新しい二つの柵を設けました。、どうらん＼は楽しゑな

がら植物の知識を養う糧としようとするもので，まずこ

のほど制定されました「県の木」を東京近辺から紹介し

てまいります。説明文は東京大学の倉田教授，絵は編集

委員でもある中野氏にお願いし富した。、山の生活、は

各地方に古くから伝わる山の生活に関係のある行事や風

習を紹介する柵にしたいと思っております。読者の皆様

「オレの方にばこんなおもしろい行事があるんだが」と

思ったら，500字位の紹介文に写真一枚を添えて遠慮な

くご寄稲下さるようお願いいたします。（八木沢）

鯵編集室から‘蕊I雲懸鰯難震
伐倒されてから，今年が100年目に当たるということ

で，方凌でそれにちなんだ行事が行なわれております。

100年前の1868年4月11日には江戸城が開城されたとい

うことですから，その年の今頃は，ヒヒのような毛を被

って「宮さん宮さん」を奏する鼓笛隊を先頭に政府軍が

東海道筋を続をと下って来て，検浜あたりまで進んでい

たのかも知れません。

イギリス式の軍装に陣笠わらじばき，元ごめ単発銃と

いった姿が最新の装備であり，ファッションでもあった

であろう当時と現代を比べると’00年の昔はまことに遠

く，その間の変化は奔流のように激しかったと言えるで

しょう。しかし，反面事物の変化に比べて人間の，われ

われ日本人の思想，精神のレベルは，それほどの進歩が

ないように，時には思われることもあるのはどうしたこ

とでしょうか。

Pわれわれを取りまく環境は，比べようもないほどよく

なっているに違いないのですが，生きていく上での悩

承，苦しぷ，悲し雛は変わりもなくつきまとっておりま

す。同じ所に100年を厳として立っている森の古木が見

E_堅

昭和42年4月10日発行

林業技術第301号

編集発行人徳本孝彦

印刷所大日本印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町七番地
魎話(261)5281(代)～5

（擬醤東京60“8番）
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かんたんにf聯できます.／

新製品《マイクロビット》は、伐採

量をより多くするため(二一特(二品黄

やデザインを研究してつくりあげた

力､ってない高性能ソーチェーンです。

切れ味は抜群、手入れも簡単。疲れ

をほとんど矢0らずにグングン仕事が

はかどります。《マイクロビット＞

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお確かめください。

＊お求めはお近くの販売店でどうぞ。

－

新発売.／
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面積測定用
激
日林協式点格子板

実用的な面積測定器具●フイルムベース．で取扱い，持運びが簡単です。

(特長）プラニ・メーター法に比べて時間が1/5～1/8に短縮され，しかも精度は全然変わりません。

(性能）透明なフィルムベース（無伸縮）上に点を所要間隔で配列し格子線で区画されています。

(使用法）図面の上に測定板をのせて図画のなかにおちた点を数えて係数を乗ずるだけで面積が求め
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○デンドロメーター（日林協測樹器）
価格22,500円（〒込）

李

熱 用途

y-125mm重量27091.ha当りの林分胸高断面積測定
45mm

Ⅱ、水平距離測定

サ106mmm.樹高測定

形式

高サ125mm 重堂2709

幅45mm

長サ106mm

概要

この測樹器は従来の林分胸高断面職測定方法の区画測

量，毎木調査を必要とせず,ただ単に林分内の数ケ所で，

その周囲360．の立木をながめ，本器の特徴であるプ

リズムにはまった立木を数え，その平均値に断面識定

数を掛けるだけで，その林分のlha当りの胸高断面獄
合計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面讃測定，水平距
離測定，樹高測定，傾斜角測定が而単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類

K=4壮令林以上の人工林，天然林，水平距離測定，刷
高測定

K=2幼令林，薪炭林，樹高測定

(水平距離設定用標板付）

■
■
■
●
９

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
傾斜角測定

方位角測定

鰯

鞭日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
砥話(261局)5281(代表)～5

－

ー‐‐

謡口鱗
潔識瀧灘
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昭
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四
日

理化に

品をお選び

林業経営の合理化に
ユニ竺多な製品をお選
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士が新しく生れかわる111

ヘクサペットMN-101は完全殺菌、低温短時間殺
菌を実現します。

30秒間の熱処理の結果、土壊温度71℃で土壌伝染
性の植物病害篇及び細繭のすべてが完全に死滅し
ます。

土壊線虫類は49℃雑草種子・植物病害ウイルスも
70℃～80℃で死滅し、一時間に5～7Tonの土壊
を処理します。

ヘクサペットMN-101によって焼土殺菌された土
壌は、団粒柵造となり、通気性、保水性、肥料の
収蔵力を高め、また有効燐酸分を蛎加きせる等植
物育成に好結果をもたらします。

拳
一
種
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物
謡
（
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月
一
回
十
日
発
行
）
林
業
技
術
第
三
○
一
号

HEXAPETMN-101

用途土壊伝染性の械物蛎害淵の防除・土製線虫i・

害虫のI坊除・苗床･"ml･ハウス懸室床土の老朽
化防.I上・咽芸作物・・北ﾂ1l:'栽培他
主なる納入先挫林省挫業・剛芸・林業各試験場
／林野庁各営林局／鰹業商等学校／農協／園芸組

１
；

合／ゴルフ場他

'三三＃堀雲丁-ナボンア
印■

特許無動力自動揚水機

！ お引合いの姉は①描水満(m)②揚水量
‘/分③落潅(水源とポンプの高低差)m
④導水獄(水源よりの使胴水錘）‘／分

無動力で半永久／
牡

以上4点をお知らせ下きい。
特長遮気・油等一切不要のため全く経
満的です。（1年で償却可能）
動力で揚水困難な商所にも容易に
錫水できます。

用途上水逆、水田、畑地の潅祇水、采
撒圃、茶閲等の商地に於ける消毒
水、搬室ﾉ、ウス内の減水、ワサビ
戦端、放牧場に於ける牛、馬、羊
等の飲料水、牧草地の湘水、山林
用誌、の椛水、誰魚池の給水、
その他観光施設、気象観測所への
給水。

r三井ダイナポンプコの原理は流水を急激
に止める率によって生じる衝撃圧(Water
Hammer)を利雨して揚水します。その
ため水源からポンプまでの高低差(落差）
が必要となります。

｢三井ダイナポンブPJは落差の30倍まで揚
水出来、掲水商は約200mまでです。例
えば5mの落差でもって150mまで揚水
可能です。

r三井ダイナポン.JLjの描水愚は（導水量
×落差／揚水商）となります。
r三井ダイナポンプ」は錫水溌が1日3屯
～1,000屯まで各諏咽蔵してございます。

ｆ
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,｜多目的プレハブ橋梁 剛
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閖
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(用途）

●水害地謹等の災害による橘
の流出搬壊に対する応急橘

●林道砺、挫道橘、作業道橘
●桟橘、連絡櫛

(標準設計例）
●応急砿TL20,永久橘TL14

巾員3.6m(伸縮自在）
●Span4～28m

●ニエ期3日～5日
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都中央区日本

TEL(241)三井農林株式会社猟※
誌名記入の上
カタログ御請
求下さい。
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